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満
開
の
桜

が
、
新
入
生
を

迎
え
る
季
節
が

巡
っ
て
き
た
▼

桜
の
サ
は
、
田

の
神
の
こ
と
を

呼
び
、
ク
ラ
は

神
の
よ
り
つ
く

所
の
座
を
古
く

は
意
味
し
た
こ
と
か
ら
、
桜

は
穀
霊
が
姿
を
現
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
咲
き
具
合
が

秋
の
実
り
を
予
兆
す
る
▼
だ

か
ら
、
花
見
と
い
う
と
桜
を

指
す
の
は
、
桜
の
花
の
咲
き

方
で
、
そ
の
年
の
稲
が
豊
作

に
な
る
か
ど
う
か
を
占
っ
た

古
い
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ

る
▼
桜
の
語
の
由
来
に
つ
い

て
多
く
の
書
物
で
は
、
こ
の

よ
う
な
桜
に
対
す
る
信
仰
が

あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
説
を
最
初
に

発
表
し
た
折
口
信
夫
の
「
花

の
話
」
に
は
、
遠
く
か
ら
山

の
桜
を
眺
め
て
、
そ
の
花
で

稲
の
実
り
を
占
っ
た
の
だ
と

い
う
仮
説
は
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
具
体
的
に
桜

で
占
い
を
し
た
こ
と
を
裏
付

け
る
史
料
は
引
用
さ
れ
て
い

な
い
▼
古
代
の
人
び
と
が
、

古
木
に
神
が
宿
る
と
考
え
た

こ
と
に
は
同
意
で
き
る
が
、

す
べ
て
の
桜
の
木
を
特
別
視

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
漠

然
と
し
て
い
る
▼
常
識
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
再

検
討
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

疑
問
点
が
出
て
く
る
こ
と

を
、
新
入
生
は
学
ん
で
欲
し

い
。

（
黒
田

一
充
）

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
今日から皆さんは、関西大学の学生として私たちの仲間の一人になら

れました。そうした意味から、今日、２００４年４月１日は、新入生とご父
母の皆さんにとってのみならず、また関西大学に所属する私たち教職員
にとっても、記念すべき日であります。
新入生の皆さんは、年齢的にはまだ未成年の人が多数を占めるでしょ

うが、今日からはぜひ精神的には大人すなわち自立した人間になって欲
しい、と思います。
これまで多くの皆さんは、大学に入ることを目的にした、受験のため

の勉強に精を出してこられました。しかし、大学ではもっと自由に、そ
して自発的、能動的に学ぶことが必要です。自分自身でさまざまなこと
に疑問を抱き、問題を見つけ、その解答を求める、という知的好奇心を
もって欲しいのです。哲学者のアリストテレスは、こういっています。
「すべての人間は、生まれつき、知ることを欲する」
２１世紀の現在、ときはいまグローバル化と情報化が日ごとに進展して
います。そのような時代に生きる皆さんにとって、この関西大学での４
年間は、皆さんの人生のなかで最も重要な時期に当たります。そうした
状況のなかで、たとえば次の５つのことを関西大学で手に入れて卒業し
ていただきたい、と思います。
まず第１は、幅広い教養とそれぞれの専門の学問的知識を修得するこ

と。第２に、少なくとも外国語２カ国語は読み書き喋ることができるよ
うになること。第３に、情報機器の使い方をきちんとマスターするこ
と。第４に、できるだけ一生役立つ資格を取得すること。そして第５
に、生涯の友と師をこの大学で手に入れること──。
しかしながら、これら５つを修得することは、簡単ではありません。

皆さん一人ひとりが、強い意志と目的意識をもって大学生活を真剣に送
らなければ、それらを手に入れることはできないでしょう。
そのような意味から、精神的に自立し、活力と良識をもった人になっ

て欲しいのです。
最近、大学では、問い、調べ、考え、述べることを訓練するととも

に、自分自身の生きる道を追求し発見する、キャリア・デザインという
考え方が、普遍的になってきています。すなわち大学４年のあいだに自
分の今後の人生設計を一歩一歩、形成していくということが求められて
いるのです。
けれども、そのためには、この４年間にいろいろな経験を積むことが

重要です。クラブ活動やサークル活動、アルバイト、企業や官庁や学校
などで一定期間の実習をするインターンシップ、教育実習など……。
多くの本を読み、友人と一緒に、またときには一人で、旅することも

大事です。
私自身の学生時代を振り返ってみても、１９６６年夏、大学３年生の夏休

みに旅した中国大陸で「中国とはいかなる国か、その答えを一生涯かけ
てみつけよう」と考えたことが、現在の私の研究につながっています。
学生時代の中国への旅は、私にとって自分探しの旅だったのです。
新入生の皆さんがこの関西大学で意欲的に学び、さまざまな人と出会

い、「将来いかに生きるか」を真剣に考えてくださることを、心から希望
しています。
と同時に、皆さんが関西大学で有意義な４年間をすごし、社会に貢献

できる人間に成長していかれるよう、私は学長として最大限の応援をす
る所存です。

学長 河田 悌一
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法
科
大
学
院
制
度
の
創
設

は
、
わ
が
国
の
法
曹
養
成
制
度

改
革
の
な
か
で
、
戦
後
は
じ
め

て
の
、
ま
さ
に
百
年
の
大
計
と

も
い
う
べ
き
大
改
革
で
あ
る
。

本
学
が
こ
の
重
大
な
歴
史
の
節

目
に
法
科
大
学
院
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
司
法
改

革
の
一
翼
を
担
い
、
そ
の
重
責

を
果
た
す
責
務
を
負
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
法
科
大
学
院
の

開
校
は
、
関
西
法
律
学
校
以
来

の
法
学
部
の
伝
統
の
上
に
、
さ

ら
に
新
た
な
機
能
を
担
う
こ
と

の
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

司
法
試
験
の
た
め
の
受
験
勉

強
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
予
備

校
全
盛
の
時
代
に
は
、
法
学
教

育
の
理
念
が
現
実
と
乖
離
し
、

や
が
て
変
質
し
て
し
ま
っ
た
か

に
思
わ
れ
る
。
法
科
大
学
院
構

想
と
は
、
法
曹
養
成
の
理
念
を

回
復
し
、
新
た
な
制
度
を
樹
立

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ

た
。
二
十
一
世
紀
の
法
曹
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
い
て

生
起
す
る
複
雑
な
諸
々
の
問
題

に
対
処
す
る
べ
く
、
問
題
解
決

能
力
に
優
れ
た
多
様
で
創
造
的

な
法
曹
で
あ
る
が
、
そ
の
育
成

は
、
法
学
教
育
の
理
念
の
復
活

宣
言
、
す
な
わ
ち
、
大
学
の
高

度
専
門
教
育
機
関
と
し
て
の
機

能
の
復
権
宣
言
を
前
提
と
す

る
。
そ
れ
は
、
司
法
関
係
者
は

も
と
よ
り
、
学
生
に
も
、
法
学

教
育
に
携
わ
る
者
に
も
、
そ
し

て
、
大
学
人
に
も
重
大
な
意
識

変
革
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。

法
科
大
学
院
の
学
生
に
と
っ

て
は
、
職
業
と
し
て
の
法
曹
の

資
格
を
得
る
た
め
の
知
識
と
能

力
を
駆
使
し
う
る
実
践
理
性
を

磨
く
の
が
そ
の
目
標
で
あ
る
こ

と
の
自
覚
が
求
め
ら
れ
る
。
従

来
の
受
験
勉
強
の
観
念
を
捨
て

な
け
れ
ば
、
改
革
さ
れ
た
新
司

法
試
験
へ
の
合
格
は
望
め
な
い

で
あ
ろ
う
。
教
員
に
は
、
講
義

と
は
研
究
成
果
を
直
接
開
陳
す

る
場
で
は
な
く
、
ま
た
、
単
に

判
例
・
通
説
の
解
説
の
場
で
も

な
く
、
実
務
家
を
養
成
す
る
プ

ロ
セ
ス
の
重
要
な
一
部
で
あ
る

と
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
周
到
に

準
備
し
た
上
で
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

本
学
は
、
設
備
・
施
設
を
整

え
、
教
員
は
講
義
準
備
の
研
究

会
を
重
ね
、
入
学
生
を
待
ち
構

え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
し
か

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
優
秀
な

実
務
家
を
輩
出
し
う
る
教
育
機

関
と
し
て
不
動
の
地
位
を
得
る

に
は
、
不
断
の
改
革
と
そ
れ
を

支
え
る
意
識
変
革
が
必
要
で
あ

る
。
組
織
改
革
に
よ
る
新
た
な

制
度
に
臨
機
応
変
に
対
処
し
う

る
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
と
、
本
学

の
全
構
成
員
の
、
新
た
な
る
試

み
に
対
す
る
温
か
い
理
解
と
支

援
が
望
ま
れ
る
。

（
法
務
研
究
科
長山

中

敬
一
）

新
任
職
員

財
務
課

森

正
義

施
設
課

田
島
佐
智
子

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
事
務
室

大
上

良
樹

法
学
部
事
務
室

谷
口

淳

文
学
部
事
務
室

植
中

健
登

工
学
部
事
務
室

前
田

貴
史

▼
総
合
情
報
学
部
▲

教

授

岡
本

哲
和

〃

亀
井

克
之

〃

久
保
田
真
弓

〃

田
中

成
典

〃

広
兼

道
幸

助
教
授

小
林

孝
史

▼
工
学
部
▲

教

授

関

眞
佐
子

〃

宅
間

正
則

〃

山
本

秀
樹

助
教
授

北
詰

恵
一

助
教
授

竹
下

博
之

〃

橋
寺

知
子

〃

桝
井

健

専
任
講
師

西
本

明
生

〃

丸
山

徹

四
月
一
日
付
で
法
学
部
か
ら

法
科
大
学
院
へ
の
移
籍
の
発
令

が
あ
っ
た
。

教

授

山
中

敬
一

〃

石
井

一
正

〃

今
西

康
人

〃

亀
田

健
二

四
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り

昇
任
の
発
令
が
あ
っ
た
。

▼
法
学
部
▲

教

授

小
泉

良
幸

〃

後
藤

元
伸

助
教
授

中
野

徹
也

▼
文
学
部
▲

教

授

柴
田

一

〃

中
田

行
重

〃

山
住

勝
広

助
教
授

奥
村
佳
代
子

▼
経
済
学
部
▲

教

授

秋
岡

弘
紀

助
教
授

工
藤

教
孝

▼
商
学
部
▲

教

授

中
嶌

道
靖

助
教
授

徳
常

泰
之

〃

長
谷
川

伸

▼
社
会
学
部
▲

教

授

関
口
理
久
子

助
教
授

池
内

裕
美

人
間
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
異

な
る
個
性
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て

い
ま
す
。
誰
も
が
自
分
自
身
や

家
族
や
友
人
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
で

も
な
お
出
身
・
民
族
・
障
害
・

性
な
ど
を
理
由
と
し
た
差
別
は

様
々
な
形
で
存
在
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
た

め
の
冊
子
『
共
に
生
き
る
』
を

配
布
し
ま
す
。
読
み
や
す
い
冊

子
に
す
る
た
め
に
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
新
し
く
関
西
大
学
に

来
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
読

ん
で
く
だ
さ
い
。

（
人
権
問
題
委
員
会
委
員
長
・

山
内

脩
）

平
成
１７
年
度

交
換
派
遣
留
学
生
の

春
募
集
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
交
換
派
遣
留
学

生
の
募
集
を
年
二
回
実
施
し
ま

す
（
英
語
お
よ
び
中
国
語
圏
の

法
科
大
学
院
時
代
の

専
門
職
養
成
と
大
学
の
課
題

新
任
教
員
紹
介

法
学
部

専
任
講
師

上
田

真
二

平
成
十
四

年
大
阪
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
在
学
中
に
滋
賀
大
学

助
手
就
任
。
本
年
四
月
に
本
学

着
任
。専
攻
は
会
社
法
。「
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
の
民
事
救
済
」
に

関
す
る
論
文
等
数
編
を
発
表
。

専
任
講
師

西

平
等

平
成
十
二

年
東
京
大
学

大
学
院
法
学

政
治
学
研
究

科
博
士
課
程
を
終
え
、
東
京
大

学
助
手
を
経
て
本
学
に
着
任
。

専
攻
は
国
際
法
。
戦
間
期
の
国

際
法
の
構
想
に
関
す
る
論
文
等

数
編
を
発
表
。

専
任
講
師

廣
川

嘉
裕

本
年
早
稲

田
大
学
大
学

院
政
治
学
研

究
科
博
士
後

期
課
程
を
経
て
、
本
学
に
着

任
。
専
攻
は
行
政
学
。
福
祉
政

策
、
非
営
利
組
織
に
関
す
る
論

文
等
数
編
を
発
表
。

文
学
部

教
授

ジ
ェ
イ
ム
ズ

カ
ー
ワ
ン

一
九
六
一

年
英
国
生
ま

れ
。
一
九
八

九
年
エ
デ
ィ

ン
バ
ラ
大
学
に
て
博
士
号
取

得
。
一
九
九
〇
年
来
日
、
神
戸

親
和
女
子
大
学
専
任
講
師
に
就

任
。
一
九
九
五
年
よ
り
神
戸
市

外
国
語
大
学
助
教
授
。
専
門
は

美
学
、
批
評
史
、
文
学
理
論
。

著
書
に
『Literature

Rheto -
ric

M
etaphysics�

Liter -
ary

Theory
and

Liter -
ary

Aesthetics

』（
一
九
九

〇
）
な
ど
が
あ
る
。

教
授

工
藤

康
弘

筑
波
大
学

大
学
院
修

了
。
三
重
大

学
教
授
か
ら

本
学
文
学
部
へ
。
専
門
領
域
は

十
四
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
の
初

期
新
高
ド
イ
ツ
語
で
、
目
下
こ

の
時
代
の
ド
イ
ツ
語
の
日
本
で

最
初
の
辞
書
作
り
に
奮
闘
中
。

教
授

澤
井

茂
夫

京
都
大
学

大
学
院
文
学

研
究
科
博
士

課
程
修
了
。

博
士
（
学
術
）。
イ
タ
リ
ア
・
ル

ネ
サ
ン
ス
文
化
専
攻
。
筆
名
繁

男
で
、『
ル
ネ
サ
ン
ス
』（
岩
波

書
店
）
他
著
・
訳
書
多
数
。
作

家
、
医
事
・
教
育
評
論
家
で
も

あ
る
。

教
授

森

隆
男

兵
庫
県
出

身
。
昭
和
五

十
一
年
、
本

学
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博

士
（
文
学
）。
尼
崎
市
教
育
委
員

会
を
経
て
、
着
任
。

専
攻
は
民
俗
学
で
、
住
居
空

間
と
年
中
行
事
、
通
過
儀
礼
な

ど
の
関
係
を
追
及
し
て
い
る
。

『
住
居
空
間
の
祭
祀
と
儀
礼
』

で
、
日
本
民
族
建
築
学
会
第
一

回
奨
励
賞
を
受
賞
。

助
教
授

串
崎

真
志

昭
和
四
十

五
年
生
ま

れ
。
総
合
研

究
大
学
院
大

学
博
士
後
期
課
程
中
途
退
学
。

博
士
（
人
間
科
学
）、
臨
床
心
理

士
。
専
攻
は
地
域
実
践
心
理

学
。
著
書
に
『
心
理
的
支
え
に

関
す
る
臨
床
心
理
学
的
研
究
』

な
ど
。

助
教
授

二
階
堂
善
弘

昭
和
三
十

七
年
、
東
京

生
ま
れ
。
東

洋
大
学
文
学

部
卒
業
。
早
稲
田
大
学
大
学
院

後
期
課
程
単
位
取
得
。
東
北
大

学
助
手
、
茨
城
大
学
助
教
授
を

経
て
着
任
。
専
門
は
中
国
の
民

間
信
仰
と
道
教
。
著
書
多
数
。

助
教
授

長
谷

洋
一

昭
和
六
十

年
本
学
文
学

部
哲
学
科
美

学
美
術
史
卒

業
。「
近
世
仏
像
彫
刻
史
の
研

究
」
で
文
学
博
士
（
本
学
）。
著

書
『
仏
を
刻
む
』
（
平
成
九

年
）。
堺
市
博
物
館
か
ら
本
学

へ
。専
門
は
日
本
仏
像
彫
刻
史
。

専
任
講
師

小
林

剛

佐
世
保
市

生
ま
れ
。
東

京
大
学
大
学

院
修
士
課
程

修
了
、
同
博
士
課
程
在
学
中
に

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
で
ブ
ラ
ウ
ン
大

学
ア
メ
リ
カ
研
究
学
部
博
士
課

程
に
進
み
、
所
定
単
位
修
得
後

退
学
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ
文
化

研
究
。専

任
講
師

堀

潤
之

昭
和
五
十

一
年
東
京
生

ま
れ
。
東
京

大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科

学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
後

退
学
。
そ
の
間
、
パ
リ
第
三
大

学
留
学
。専
門
は
映
画
史
・
映
像

美
学
・
表
象
文
化
論
。主
要
著
書

は『
ゴ
ダ
ー
ル
・
映
像
・
歴
史
』。

専
任
講
師

安
田

忠
典

本
学
経
済

学
部
平
成
三

年
卒
。
そ
の

後
大
阪
体
育

大
学
を
経
て
二
つ
の
大
学
院
で

運
動
生
理
学
と
古
代
ギ
リ
シ
ア

思
想
を
学
ぶ
。
南
方
熊
楠
に
共

鳴
。
専
攻
の
身
体
運
動
文
化
論

を
総
合
的
に
追
及
の
予
定
。

専
任
講
師

山
ノ
内
裕
子

昭
和
四
十

四
年
生
ま

れ
。九
州
大

学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
在
籍
中
か
ら
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
。
ブ
ラ
ジ

ル
日
系
人
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
形

成
に
関
す
る
研
究
で
学
位
博
士

取
得
。国
際
教
育
論
な
ど
を
担

当
。

大
学
人
事

人権問題の�
冊子を�
配布�

前
身
の
「
情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
」
所
長
を
含
め
て
、
都
合
三
度

目
の
所
長
就
任
と
な
る
。

社
会
学
部
教
授
。
専
門
は
計
量

心
理
学
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
多

変
量
解
析
法
を
駆
使
し
て
の
心
理

テ
ス
ト
の
理
論
的
解
明
と
心
理
テ

ス
ト
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
診
断
法
を

研
究
し
て
い
る
。
学
部
お
よ
び
大

学
院
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
科

目
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

学
の
前
「
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
」

と
の
か
か
わ
り
も
約
二
十
五
年
を

超
え
、
委
員
と
し
て
、
所
長
と
し

て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

前
回
の
所
長
時

代
に
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

利
用
環
境
の
飛
躍
的
な
整
備
、
そ

し
て
全
国
の
私
立
大
学
の
中
で
率

先
し
て
の
衛
星
遠
隔
授
業
環
境
の

整
備
な
ど
、
本
学
に
と
っ
て
新
し

い
情
報
化
の
時
代
を
開
い
た
。

さ
ら
に
平
成
十
六
年
度
に
は「
ス

ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
の
新
規
接

続
拠
点
と
し
て
選
定
さ
れ
た
本
学

の
、
次
世
代
の
Ｉ
Ｔ
（
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
時

代
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
の

新
た
な
舵
取
り
を
大
い
に
期
待
し

た
い
。

文
学
部
教
授
。
山
形
県
生
ま

れ
。
本
学
大
学
院
史
学
専
攻
修
了

後
、
奈
良
県
立
美
術
館
に
勤
め
、

平
成
元
年
本
学
に
教
員
と
し
て
復

帰
。専

門
は
日
本
・
東
ア
ジ
ア
お
よ

び
東
南
ア
ジ
ア
の
美
術
工
芸
史
、

と
く
に
漆
芸
史
の
第
一
人
者
。
そ

の
豊
か
な
学
殖
を
買
わ
れ
、
文
化

庁
・
東
京
国
立
博
物
館
の
嘱
託
研

究
員
を
務
め
、
ア
メ
リ
カ
の
セ
ー

ラ
ム
美
術
館
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

美
術
館
、
ハ
ノ
イ
歴
史
博
物
館
、

バ
ン
コ
ッ
ク
国
立
博
物
館
な
ど
と

の
付
き
合
い
も
深
い
。
豪
放
磊
落

な
性
格
、
飲
め
ば
酔
う
ほ
ど
に
饒

舌
、
比
喩
の
巧
み
さ
は
天
下
一

品
。
学
生
・
大
学
院
生
に
は
時
に

頑
固
親
父
、
時
に
慈
父
と
し
て
接

し
、
信
頼
度
抜
群
。
文
学
部
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
化
遺
産
学
の
生
み

の
親
で
も
あ
る
。

国
立
大
学
の
独
立
法
人
化
を
控

え
、
各
大
学
と
も
に
個
性
の
発
揮

に
力
を
入
れ
、
特
に
博
物
館
は
大

学
の
品
格
を
示
す
も
の
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。
老
舗
の
大
学

博
物
館
と
し
て
関
西
大
学
博
物
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

が
求
め
ら
れ
る

今
、
博
物
館
長
を

任
せ
ら
れ
る
の
は

こ
の
人
を
お
い
て

な
い
。

新
情
報
化
時
代
の
舵
取
り

東村 高良

新役職者紹介

教

授

北
川

俊
光

〃

木
下

智
史

〃

久
保

宏
之

〃

島
田

�
介

〃

滝
川

敏
明

〃

竹
下

賢

〃

辰
巳

直
彦

〃

早
川

徹

〃

藤
田

久
一

〃

村
田

尚
紀

〃

大
和

正
史

大
学
は
年
二
回
応
募
す
る
こ
と

も
可
能
）。
こ
の
春
募
集
の
ほ

か
、
認
定
留
学
、
夏
期
語
学
セ

ミ
ナ
ー
に
関
す
る
説
明
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

「
春
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

日
時
�
四
月
二
十
八
日
（
水
）

十
二
時
三
十
分
か
ら
十

四
時

場
所
�
尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室（
千

里
山
）、
Ｔ
Ｄ
一
〇
六
教

室
（
高
槻
）
同
時
中
継

外
国
語
教
育
学
研
究
科
に

初
の
修
了
者

三
月
二
十
三
日
（
火
）
に
学

位
記
授
与
式
が
百
周
年
記
念
会

館
で
行
わ
れ
、
平
成
十
四
年
に

開
設
以
来
、
外
国
語
教
育
学
研

究
科
か
ら
初
め
て
の
十
一
人
の

博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
者
が

巣
立
っ
た
。

（
学
事
課
）

第
３１５
号
訂
正

本
紙
前
号
に
お
い
て
誤
植
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

＊
第
八
面
「
関
西
大
学
こ
の

四
年
間
」
の
大
学
院
外
国
語
教

育
研
究
科
を
大
学
院
外
国
語
教

育
学
研
究
科
に
改
め
ま
す
。

総
合
情
報
学
部
事
務
室

藤
井

久
子

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

中
村

那
子

外
国
語
教
育
研
究
機
構
事
務
室

角

さ
や
か

大
学
院
事
務
室

三
浦

達
也

高
大
連
携
推
進
事
務
室

川
嶋

晋
平

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室

間
嶋
あ
す
か

商
学
部
で
は
、
平
成
十
六
年

度
よ
り
学
生
の
勉
学
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た

め
に
、
各
種
検
定
及
び
資
格
を

取
得
し
た
学
生
を
対
象
に
、
二

十
単
位
を
上
限
と
し
て
専
門
教

育
科
目
の
単
位
認
定
を
す
る
制

度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。対

象
と
な
る
認
定
資
格
等
は

日
本
商
工
会
議
所
主
催
簿
記
検

定（
一
、二
お
よ
び
三
級
）、
税
理

士
試
験
科
目
合
格
、
公
認
会
計

士
第
二
次
試
験
合
格
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
制
度
は
新
入
生

が
入
学
前
に
取
得
し
た
資
格
等

に
つ
い
て
も
認
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

学
外
資
格
単
位
認
定

制
度
が
ス
タ
ー
ト

商
学
部

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

博
物
館
刷
新
の
い
ま
こ
そ

�橋 �博

インフォメーシ
ョンテクノロジ
ーセンター所長

博物館長
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記
念
事
業
計
画
の
大
要

�
総
合
学
生
会
館
の
建
設

二
十
一
億
円

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
広
場
と
し
て

�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
設
定

十
億
円

ス
ポ
ー
ツ
王
者
・

関
大
の
復
活
を
目
指
し
て

�
奨
学
基
金
の
充
実

十
億
円

熱
き
向
学
心
を
支

援
し
て

２
�
教
育
の
高
度
化
・
情
報
化

の
た
め
に

�
法
科
大
学
院
棟
の
建
設

八
億
円

時
代
の
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
法
曹
大
学
院
創
設

に
向
け
て
（
竣
工
済
）

�
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
教
育
用
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
施
設
の
建

設八
億
円

経
済
学
部
、
商
学

部
の
創
立
百
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て

�
高
度
情
報
教
育
施
設
の
増
築

八
億
円

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

の
情
報
教
育
環
境
の
改
善
・

充
実
（
竣
工
済
）

３
�
教
育
環
境
の
整
備

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

整
備

四
億
円

緑
豊
か
で
美
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
造

４
�
記
念
行
事
等

記
念
行
事
・
記
念
式
典
の
挙

行
、
記
念
刊
行
物
の
出
版
、

記
念
映
画
の
製
作

一
億
円

こ
れ
ら
記
念
事
業
に
必
要
な

資
金
総
額
七
十
億
円
の
う
ち
、

三
十
億
円
を
募
金
目
標
額
に
掲

げ
て
、
事
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
創
立
百

二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
の
意

義
は
、
こ
の
節
目
を
過
去
へ
の

反
省
の
機
会
と
し
、
同
時
に
そ

の
反
省
の
上
に
立
っ
て
未
来
へ

の
展
望
を
切
り
開
き
、
一
層
の

飛
躍
を
め
ざ
す
こ
と
で
す
。

新
入
生
諸
君
は
、
創
立
百
二

十
周
年
と
い
う
二
度
と
め
ぐ
っ

て
こ
な
い
大
き
な
節
目
の
年
に

在
籍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
十
分

理
解
し
、
一
段
と
意
義
深
い
学

生
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
本

学
の
発
展
の
た
め
、
共
に
考

え
、
記
念
事
業
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
切
望
す
る
次

第
で
す
。

（
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
局
）

●
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
と
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

長
岡
京
市
教
育
委
員
会
と
相

互
に
協
力
し
、
長
岡
京
市
お
よ

び
大
学
に
お
け
る
教
育
の
充
実

・
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
標
記
の
協
定
を
三
月
二

十
四
日
に
締
結
し
た
。
今
後
、

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
本
学

と
地
方
自
治
体
と
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
は
、
大
阪
府
教

委
、
神
戸
市
教
委
、
大
阪
市
教

委
に
続
い
て
、
四
件
目
と
な

る
。

●「
関
西
大
学
自
己
点
検
・
評
価

委
員
会
規
程
」の
一
部
改
正

平
成
十
六
年
度
以
降
、
法
令

「
学
校
教
育
法
」
で
定
め
ら
れ

た
第
三
者
評
価
を
受
け
る
に

は
、
大
学
院
の
各
研
究
科
に
お

い
て
も
学
部
と
同
様
に
自
己
点

検
・
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、

各
研
究
科
単
位
で
の
自
己
点
検

・
評
価
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
標
記
規
程
の
一
部
改

正
を
行
う
。
施
行
期
日
は
平
成

十
六
年
四
月
一
日
。

●
大
学
院
各
研
究
科
に
お
け
る

「
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
規

程
」
の
制
定

前
述
の
規
程
一
部
改
正
に
関

連
し
、
大
学
院
の
各
研
究
科
単

位
で
主
体
的
な
自
己
点
検
・
評

価
を
実
施
し
、
報
告
書
を
作
成

す
る
た
め
、
現
行
の
「
関
西
大

学
大
学
院
自
己
点
検
・
評
価
委

員
会
規
程
」
を
廃
止
し
、
大
学

院
各
研
究
科
に
「
自
己
点
検
・

評
価
委
員
会
規
程
」
を
制
定
す

る
。
施
行
期
日
は
平
成
十
六
年

四
月
一
日
。

●
大
学
関
西
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
法
人
化
時
代
の
大
学
の
行

方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
読
売
新

聞
大
阪
本
社
主
催
の
標
記
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
三
月
二
十
六
日
、
ク

ラ
ブ
関
西
（
大
阪
市
北
区
）
で

開
催
さ
れ
た
。
前
文
部
科
学
大

臣
、
文
部
科
学
省
顧
問
遠
山
敦

子
氏
の
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

河
田
悌
一
学
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
た
。

●
在
日
エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
大

使
表
敬
訪
問

在
日
エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
大

使
ア
ド
ル
フ
ォ
・
ア
ル
バ
レ
ス

氏
が
三
月
四
日
に
本
学
を
訪

問
。
河
田
悌
一
学
長
へ
の
表
敬

訪
問
や
教
育
施
設
の
見
学
を
行

っ
た
。
昨
年
五
月
に
続
き
二
回

目
の
訪
問
と
な
る
。
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大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

本
学
は
平
成
十
八
年
に
創

立
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
本
号
は
、
多
数
の
新
入

生
を
迎
え
て
の
年
度
初
め
の

号
で
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

経
済
学
部

助
教
授

本
西

泰
三

兵
庫
県
出

身
。
東
京
大

学
経
済
学
部

卒
業
。
東
京

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
長
崎

大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
、
助

教
授
を
経
て
本
学
に
着
任
。
東

京
大
学
博
士
（
経
済
学
）。
専
攻

は
経
済
政
策
。

専
任
講
師

清
水

崇

東
京
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
修

了
。
経
済
理

論
専
攻
。
主
要
論
文
�The

Coordination
Problem

and
the

Social
Infor -

m
ation

�（
博
士
論
文
）、�A

Theory
of
M
oney

and
M
arket

Places

�
（
共

著
）。専

任
講
師

山
本

千
映

平
成
十
三

年
、
一
橋
大

学
大
学
院
博

士
課
程
修

了
。
英
国
経
済
史
専
攻
。
主
な

論
文
「
十
九
世
紀
中
期
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
け
る
ふ
た
つ
の
農

業
労
働
市
場
」（『
社
会
経
済
史

学
』
６７（
６
）
平
成
十
四
年
）。

商
学
部

教
授

�
屋

定
美

神
戸
大
学

大
学
院
経
済

学
研
究
科
博

士
課
程
後
期

課
程
単
位
取
得
後
退
学
。
専
攻

は
国
際
金
融
論
。『
新
版
国
際
金

融
論
』（
共
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
）『
欧
州
中
央
銀
行
の
金
融
政

策
と
ユ
ー
ロ
』（
共
著
、
有
斐

閣
）。社

会
学
部

教
授

水
野
由
多
加

昭
和
三
十

年
大
阪
生
ま

れ
。
慶
應
義

塾
大
学
文
学

部
卒
業
、
�
電
通
に
勤
務
後
、

青
山
学
院
大
学
院
経
営
学
研
究

科
で
学
び
、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
教
授
を
経
て
本
学
へ
。
本
学

で
は
「
広
告
論
」
を
担
当
。

助
教
授

間
淵

領
吾

東
京
都
出

身
。
中
央
大

学
文
学
部
卒

業
。
中
央
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課

程
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

奈
良
大
学
社
会
学
部
専
任
講

師
、
助
教
授
を
経
て
本
学
に
着

任
。
専
門
は
社
会
調
査
論
。

総
合
情
報
学
部

教
授

林

勲

昭
和
六
十

年
大
阪
府
立

大
学
大
学
院

工
学
研
究
科

経
営
工
学
専
攻
修
了
、
専
門
は

認
知
情
報
学
、
著
書
に
『
フ
ァ

ジ
ィ
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
（
朝
倉
書
店
）
等
が
あ

り
、
日
本
知
能
情
報
フ
ァ
ジ
ィ

学
会
等
の
会
員
。

助
教
授

喜
多

千
草

京
都
大
学

大
学
院
文
学

研
究
科
現
代

文
化
学
系
二

十
世
紀
学
専
修
博
士
後
期
課
程

学
位
取
得
修
了
。
専
攻
は
社
会

情
報
学
・
技
術
史
学
。主
著
『
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
思
想
史
』（
青

土
社
、
平
成
十
五
年
）。

工
学
部

教
授

江
川

直
樹

昭
和
四
十

九
年
早
稲
田

大
学
建
築
学

科
卒
業
、
五

十
一
年
同
大
学
院
修
士
課
程
修

了
。
�
現
代
計
画
研
究
所
で
主

に
集
住
環
境
設
計
に
携
わ
る
。

平
成
十
三
年
度
日
本
都
市
計
画

学
会
賞（
計
画
設
計
賞
）受
賞
ほ

か
。

教
授

齊
藤

正

昭
和
五
十

六
年
早
稲
田

大
学
大
学
院

博
士
課
程
前

期
修
了
。
同
年
、
日
本
電
信
電

話
公
社
に
入
社
。
本
年
四
月
、

本
学
に
着
任
。
博
士
（
工
学
）。

専
門
は
半
導
体
光
物
性
、
光
デ

バ
イ
ス
、
プ
ロ
セ
ス
。

教
授

田
實

佳
郎

東
京
都
出

身
。
昭
和
五

十
五
年
早
大

大
学
院
応
用

物
理
修
士
課
程
修
了
。
民
間
会

社
、
高
校
教
員
、
山
形
大
工
学

部
助
教
授
を
経
て
、
本
年
本
学

に
着
任
。
理
学
博
士
。
専
門
は

物
性
物
理
工
学
。趣
味
は
読
書
。

教
授

田
中

耕
一

広
島
県
生

れ
。
昭
和
五

十
三
年
愛
媛

大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。

愛
媛
大
学
か
ら
本
学
へ
着
任
。

専
門
は
有
機
化
学
で
有
機
超
分

子
化
学
の
分
野
で
注
目
す
べ
き

研
究
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

助
手

牧
平

憲
治

平
成
三
年

九
州
工
業
大

学
情
報
工
学

部
卒
業
。
平

成
五
年
同
学
情
報
工
学
研
究
科

修
了
。
同
学
マ
イ
ク
ロ
化
総
合

技
術
セ
ン
タ
ー
助
手
を
経
て
、

本
学
に
着
任
。
工
学
博
士
。
専

門
は
半
導
体
工
学
。

法
科
大
学
院

教
授

小
田
八
重
子

中
央
大
学

法
学
部
を
卒

業
後
、
昭
和

四
十
年
司
法

試
験
合
格
。
四
十
三
年
よ
り
大

阪
を
中
心
に
家
裁
・
地
裁
・
高

����������������
�
�
�
� �����������

裁
の
判
事
を
務
め
、
平
成
十
四

年
岡
山
家
裁
所
長
を
最
後
に
定

年
退
官
。
専
門
は
家
事
に
関
す

る
財
産
法
及
び
家
族
法
。

教
授

川
口

美
貴

大
阪
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

課
程
を
経

て
、
平
成
二
年
よ
り
静
岡
大
学

人
文
学
部
に
奉
職
。
専
門
は
フ

ラ
ン
ス
労
働
法
。
六
年
に
ボ
ル

ド
ー
大
学
で
Ｄ
�
Ｅ
�
Ａ
を
取

得
。
著
書
は
『
国
際
社
会
法
の

研
究
』（
信
山
社
）
な
ど
。

教
授

木
村

哲
也

本
学
法
学

部
を
卒
業

後
、
昭
和
五

十
五
年
司
法

試
験
合
格
、
五
十
八
年
弁
護
士

登
録
（
大
阪
弁
護
士
会
）。
専
門

は
情
報
法
、
民
事
法
。
姫
路
獨

協
大
学
法
学
部
の
教
授
、
本
学

の
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
教
育
歴
も
豊
富
。

教
授

野
呂

充

京
都
大
学

大
学
院
法
学

研
究
科
博
士

課
程
を
経

て
、
平
成
五
年
よ
り
広
島
大
学

法
学
部
に
奉
職
。
専
門
は
行
政

法
で
、
主
と
し
て
都
市
計
画
法

制
や
景
観
法
制
に
つ
い
て
、
ド

イ
ツ
と
日
本
と
の
比
較
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

教
授

室
田
源
太
郎

東
京
大
学

法
学
部
を
卒

業
後
、
昭
和

五
十
一
年
司

法
試
験
合
格
、
五
十
四
年
検
事

任
官
。
派
遣
法
に
基
づ
く
法
務

省
か
ら
の
派
遣
検
察
官
。
専
門

は
刑
事
法
で
、
司
法
修
習
生
に

対
す
る
捜
査
及
び
公
判
の
実
務

教
育
指
導
な
ど
も
担
当
。

教
授

若
松

陽
子

大
阪
大
学

法
学
部
卒

業
。
公
務
員

を
経
て
昭
和

五
十
五
年
司
法
試
験
合
格
、
五

十
八
年
弁
護
士
登
録
（
大
阪
弁

護
士
会
）。
専
門
は
民
事
法
。
医

療
問
題
に
関
す
る
研
究
で
、
平

成
十
五
年
に
大
阪
大
学
で
博
士

（
法
学
）
の
学
位
取
得
。

助
教
授

越
山

和
広

慶
應
義
塾

大
学
大
学
院

法
学
研
究
科

博
士
課
程
を

経
て
、
平
成
八
年
近
畿
大
学
法

学
部
、
十
三
年
香
川
大
学
法
学

部
に
奉
職
。
専
門
は
民
事
訴
訟

法
で
、
七
年
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

大
学
でD

r
.ju
r
.

の
学
位
取

得
。

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
さ

れ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
研

究
セ
ン
タ
ー
」
の
竣
工
式
が
三

月
十
八
日
（
木
）
に
挙
行
さ

れ
、
羽
間
平
安
理
事
長
、
河
田

悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
大
学
お

よ
び
工
事
関
係
者
の
ほ
か
来
賓

を
含
め
約
百
人
が
出
席
し
、
建

物
の
完
成
を
祝
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
文
部
科
学

省
の
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度

化
推
進
事
業
に
お
い
て
、「
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」
お

よ
び
「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ

・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
の
補

助
対
象
事
業
と
し
て
選
定
さ
れ

た
こ
と
を
う
け
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
共
同

研
究
推
進
の
た
め
利
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

建
物
は
地
上
三
階
建
て
で
延

床
面
積
一
、
六
四
四

�
を
有
し
て
お
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
、

客
員
研
究
室
、
外
部

共
同
研
究
員
研
究

室
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
室
等
の
充
実
し

た
各
種
設
備
や
最
新

の
機
器
備
品
が
備
え

ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
け
る
情

報
学
研
究
の
中
枢
的

存
在
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
生
部
で
は
、
学
生
ス
ポ
ー

ツ
文
化
の
振
興
及
び
学
内
の
活

性
化
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
関
大
生
を
実
感
し
よ
う
�
」

を
、
本
学
体
育
会
の
試
合
で
開

催
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
体
育

会
の
中
で
も
伝
統
と
高
い
競
技

力
が
あ
り
、
学
生
に
も
人
気
が

あ
る
二
種
目
を
予
定
し
て
い
ま

す
。一

つ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
対
桃
山
学
院
大
戦（
四

月
二
十
四
日
（
土
）
１５
�
００

〜
、
於
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
を
「
２
０
０

４
年
度
新
入
生
歓
迎
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
も
う

一
つ
は
、
関
西
学
生
野
球
春
季

リ
ー
グ
公
式
戦
（
五
月
三
日
、

四
日
１２
�
３０
〜
、
於
阪
神
甲
子

園
球
場
）
を
「
伝
統
の
関
関
戦

を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う

�
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
ま
す
の
で
、本
学
学
生
、教
職

員
は
奮
っ
て
参
加
願
い
ま
す
。

な
お
、
野
球
部
の
公
式
リ
ー

グ
戦
が
四
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の

ほ
う
も
忘
れ
ず
に
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
各
学
部
事
務

室
等
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
日

程
表
（
チ
ラ
シ
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
学
生
部
）

今
年
も
恒
例
の
「
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
四
月
十
六
日

（
金
）
か
ら
五
月
一
日
（
土
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
は
、
第
１
部
文

化
会
に
所
属
し
て
い
る
全
団
体

が
一
堂
に
会
し
、
本
学
の
文
化

芸
術
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、

文
化
会
の
い
っ
そ
う
の
結
束

と
、
文
化
会
内
外
に
そ
の
日
常

の
活
動
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。今

年
の
テ
ー
マ
は
「
燃
焼
系

文
化
式
」
で
、
総
合
図
書
館
前

で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
を
は
じ
め
、
総
合
図
書
館

前
、
特
別
講
堂
で
の
公
演
と
、

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
で
の
展
示
な
ど
、

各
団
体
ご
と
に
発
表
を
行
う
。

文
化
会
全
体
の
企
画
と
し
て

は
、
文
化
会
音
楽
系
団
体
の
合

同
演
奏
や
、
伝
統
芸
能
系
ク
ラ

ブ
に
よ
る
和
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
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部
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�文化フェスティバル�
開催

４月１６日～５月１日

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

研
究
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

スポーツ観戦で
関大生を
実感しよう�
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平成１６年（２００４年）４月１日（３） 第 ３１６ 号



■あなたの学生生活は充実し
ていますか？
そう聞かれれば私はハイと答

えるでしょう。なぜなら私は演
劇サークル「万絵巻」で活動し
ているからです。今まで生きて
きた中で演劇ほど自分の心を満
たしてくれたものはありません
でした。いろんな人といろんな
物語を演じ、共に笑ったり泣い
たりするのです。演劇はTVドラ
マや映画と違い「ライブ感」に
満ち溢れています。その場の空
気、見る人と演じる人の一体感、
そんな「一緒」が演劇の良い所
です。
しかし、ライブであるが故に

遠くの人が見に来ることは容易
ではありません。遠くの人でも
見に行きたいっ！ そんな気持
ちを起こさせる何かが必要なの
です。その何かを実現したのが
インターネット上の有名FLASH
サイト「偽与野区役所」でした。
そのサイトのFLASHムービー

を演劇にしよう。そんな大胆な
考えが、まさか全国の人の気持
ちを動かすとは夢にも思ってい
ませんでした。でも現実には多
くの人が心動かされ、多くのお
金と時間
を 使 い 、
遠くから
わざわざ
見に来て
くれるこ
とになっ
たのです。
もちろん
「万絵巻」
のＨＰに設置されているカウンターは今ま
でにないほど回り、掲示板には激励の書き
込みが多数よせられました。
正直、怖かったです。でも、それが私に

はうれしくてたまりませんでした。観てく
ださる方の「何か」になれればいい。どこ
にいてもなにをしていても、心に小さな灯
火をともす者でありたい。そんな私の信念
の灯火が少し大きくなった気がしました。
演劇に触れる機会はそう多いものではあ

りません。０と１の情報世界にすぎないイ
ンターネットですが、そのグローバルな世
界を生かして、このライブな演劇世界への
懸け橋になれた。全国の人と「一緒」を感
じる素晴らしさを実感できた…。
だから、新入生の皆さんも上手にインタ

ーネットという「今」を生かし、学生生活を
充実したものにしていってください。
総合情報学部２年次生　高峯　雅隆

──ほんとうにいろんなネットとのかかわり方があるものですね。
「ええ、ウェブを使う場合、ほとんどの学生は情報検索が一番多いと思い
ますが、その使い方一つでも、いろいろあるようですね」

──でも、最近は安易にネットの情報に頼りすぎてしまう面もあるような
気がします。課題のリポートを書くときに、どこかのＨＰに載っている文
章のコピー＆ペーストで済ませてしまったという話も聞きますし。それに
ネットの情報は信用していいかどうかはっきりしないことも多いです。
「ええ、だから信頼していい情報源は何かということを見極める必要があ
るわけです。まず、リポートや論文の場合には、執筆者の署名や記事のタ
イトル、あるいは発信元などが明記されていないサイトの情報を参照する

のはあまりよくないでしょう。本や雑誌を参照するとき、版元が書かれて
いないようなあやしいものを使っていいと思いますか？」

──なるほど。
「あと、本当に重要な情報はネットだけでは見つからないことが多いとい
うことも事実です。その場合ネットの情報は、その中以外の、書籍や雑誌
や報告書などの印刷媒体を探し出したり、人物に直接聞き取りをしたりす
る際の手がかりになるというわけです。図書館の書誌情報なんかはその例
です」

──自分で積極的に発信しようとする人も増えていますね。そこまでいか
なくても、掲示板で気軽に書き込んだりする機会はけっこうありますし。
でもそこでトラブルに遭うという話もよく耳にします。
「そうですね。ネット上のやりとりはいろんな面で気をつけなければなら
ないことは少なくないですから」

──それは、「情報リテラシー」を身につけなければならない、というこ
とでしょうか？

「そのとおりです。『情報リテラシー』というのは、ただパソコンやイン
ターネットについての知識や技能を身につけるというだけの話ではありま
せん。情報を受け取る場合には、そこで得られる情報はどこまで信頼でき
るのか、どのような立場で出された情報なのか、といった問題があります。
また自分から書き込んだり、サイトを立ち上げたりする場合には、どのよ
うに表現すればより理解してもらえるのか、あるいは、何らかの迷惑や不
快感を与えたりするものなど、不適切なところはないのかどうか、といっ
たことに最大限注意を払わなければなりません」

──ネットで接する相手も生身の人間なわけですからね。
「そのイマジネーションを忘れてはいけませんね。それに、画面に向かっ
ているだけでできることはやはり限られています。今回紹介されている例
でいえば、お芝居にしても、ベンチャーにしても、ネットはひとつのキッ
カケにすぎないとも言えるわけで、リアルな生活の世界へいかにフィード
バックしてくるかが一番大切なのではないでしょうか。でも、ネットによ
ってこれまでなら難しそうに見えたハードルも確実に低くなっていますか
ら、それに向かってチャレンジする心意気を持って欲しいですね」

nterview

I
正しい情報の見極めを。楽しいITライフを始めましょう

■「sony web starオーディ
ション」
耳慣れないこのオーディショ

ンに私が最初に出会ったのは大
学２年次生の梅雨時期も過ぎた
初夏でした。社会学部のマス・
コミュニケ－ション学専攻に入
学した当初の私は音楽・スポー
ツ共に興味を持つアナウンサー
志望の学生でした。しかし１年
次生の冬頃から真剣にやり始め
た歌の世界に少しずつ引き込ま
れていったのです。
ラジオのＤＪ時代に情報収集

のため、利用することが多くな
ったインターネットで、このオ
ーディションを見つけました。
このオーディションは、自らが
課題曲をダウンロードし手を加
え、歌詞を施した上で評価され
る大変高度な技術を求めるもの
でした。知人の協力を得て作り
上げたこの曲は、ソロシンガー
Sayakoとして初めて「I keep
on trying」という一つの作品と
なりました。審査は第３次にま
でわたり、第２次ではインター
ネットをフル活用した投票制度
が用いられ、一般の人びとの意
見をふまえた審査となりました。

インターネットは私たちの身近な情報源
であることはいうまでもありませんが、就
職や論文の情報以外にもこういう使い方が
あることをぜひ知ってほしいです。私の夢
見た20年間はあっという間に形を変えま
した。強く想い、願いつづけてきたことに
まちがいはなく、諦めたわけでもありませ
んでした。でもそのとき私は歌うことが楽
しくて仕方がなかったのです。伝えるとい
う仕事につきたかったという意味では大差
はないけれど、自分の言葉が、思うことがメ
ロディーに乗って聞こえてくる感覚は言葉
では言い表せないもので、鳥肌がたちます。
ほんの一瞬あのとき目に入ってきた文字

が私の将来をこれほどまでに変えるとは、
恐ろしいことです。いま私は曲を作り、歌
詞を書き歌いつづけられることに心から喜
びを感じています。
「自分には何もない」、そう考えている

人がもしいるならば、伝えたい。自分が足
を止めても何も起こらない。一歩ずつでも
分かれ道があっても自分を信じて向かって
いってほしい。その一瞬があなたをきっと
変えてくれるはずだから。

社会学部４年次生　杉元砂八子　

私の

ネット

活用

夢（
歌
）を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

■ネット活用術（過去～現在）
今回、新入生の皆さんがこれか

ら関大生として生きていく上で役
に立つありがたいネットの活用術
を教えます。れレポートを書く場
合、最も健全なやり方はそのテー
マの関連書籍を読破し、自分なり
にまとめあげていくという方法で
す。素晴らしい！ それに費やし
た時間に比例して達成感と自己陶
酔に浸れます。人間は非効率なこ
とに感動する生き物だからです。
ただ、これは時間がかかり過ぎ

ます。情報化社会ではスピードが
命です！ ここで言うスピードと
は情報処理能力のことです。情報
の完璧な理解より、要点を押さえ
ていかにその情報を生かすことが
できるかが大切です。そこでネッ
トの登場。世間には賢い人がゴマ
ンといます。他の人の頭のよさを
フルに利用しましょう。テーマに
関連するHPの掲示板に質問を書
き込んでおくと親切で暇な人が結
構答えてくれます。また、copy＆
pasteで手当たり次第使えそうな
文章を集めるだけ集めて、後から
繋げたり削ったりして手直しします。ネッ
トで文章を集めていると、バナー広告など
全くテーマとは関係のないものが目に映り
ます。実はそこがミソで、意識してテーマ
と関係のないものを見ているとテーマの何
かと関係のない何かが組み合わさって、全
く新しい組み合わせのモノが閃く時があり
ます。
この視点を日常生活に当てはめると発見

は無限大に
広がります。
先日、私は
独自の発見
を 使 っ て 、
あるビジネ
スプランコ
ンテストに
応募しまし
た。その結
果、入賞して、賞金を手に入れ、パーティ
ーでおいしいご馳走をいただきました。こ
の発見はレポート作成時に閃いたもので
す。皆さんもどうせ勉強するなら単位以上
のものを得るという考えで工夫して取り組
むと面白いと思いますよ。
そもそも、私は関西大学商学部に起業家

モデルのAO入試で入学しました。一般入
試には予備校や通信講座といったサポート
機関が整っていますが、AO入試にはサポ
ート機関などはほとんどないに等しいのが
現状です。私が受験してから２年もたって
いるのに状況は２年前と全く変わっていま
せん。AO入試が広がりつつある中、これ
はチャンスです！ 私は今ネット上にAO
塾なるものを発足させる構想を練っていま
す。同時にスタッフを募集しています。興味
のある方はnaito@leto.eonet.ne.jpまで連絡
下さい。起業に興味のある方など大歓迎で
す。来たれ、同志!!

商学部２年次生　　内藤　大悟

私の

ネット

活用

使
わ
な
き
ゃ
損
、
自
分
の
工
夫
次
第
！

私の

ネット

活用

全
国
に
呼
び
か
け
て
、「
一
緒
」に
な
っ
た

■利用目的に合わせて活用
インターネットには色々な活

用方法がありますが、私がイン
ターネットを利用する目的は情
報収集が多いですね。例えば、
１・２回生の時は一般教養のレ
ポート作成のためにインターネ
ットで資料を集めました。もち
ろん文献も読みましたが、自然
科学や歴史などの分野はネット
上に膨大な量の情報が掲載され
ているからレポートを書くには
本当に便利です。
今はゼミのレポートのために

資料を集めることが多いです
ね。よく利用するのは最高裁判
所のサイト。法学部生には、判
例検索は欠かせない作業なんで
す。
他には、１年次生の時の刑法

の担当教授が講義レジュメを教
室のテレビで学生に見せるとい
う方法で授業を進めていたの
で、教授のHPから講義レジュ
メを自宅のパソコンにダウンロ
ードして授業の復習に利用して
いました。
大学の授業関係以外では、趣

味や遊びの情報を検索していま

す。例えば、コスメ用品の新製品チェック。
メーカーやブランド名で検索して、色々な
新製品をチェックしています。また、花火
大会やクリスマスツリーのライトアップな
ど各種イベント情報を検索して、友達と遊
びに行ったり彼氏とデートしたりと、色々
楽しんでいます。
最近一番はまっていることは、バイキン

グ。美味しくて安いお店探しに励んでいま
す。ランチバイキング担当、ケーキバイキ
ング担当など、友達と分業すると、短時間
で多くの情報収集ができて便利ですよ。そ
して、お腹いっぱい食べた後には皆でダイ
エット術の検索（笑）。
私はパソコンには断然弱いのですが、触

っているうちに慣れてくるし、短時間で多
くの情報を集めることができるインターネ
ットは便利だと思います。幸いにも、関西
大学にはITセンターなどインターネットが
利用できる設備が整っています。自宅でイ
ンターネットが利用できなくても大学で利
用できるので、新入生の皆さんもどんどん
インターネットを活用し、充実した大学生
活を送って下さい。

法学部法律学科３年次生　戸田 麻紀　

私の

ネット

活用

大
学
内
ど
こ
で
も
利
用
し
、
情
報
ゲ
ッ
ト

■weblogの利用方法と紹介
近年、インターネット技術の発

展につれてインターネットの利用
方法も随分変化しています。単に
情報を収集したり、友達とメール
をやり取りすることだけでなく、
自ら情報発信したり、夢を実現す
るための手段として、インターネ
ットを利用する人も増える一方で
す。
ネットを有効活用するために私

のインターネット活用術を紹介さ
せていただきたいと思います。最
近、ウェブログ (weblog) という
新しいホームページのスタイルが
注目を集めています。このウェブ
ログとはいったいどういうものな
のでしょうか？ ウェブログとい
う単語が流行し始めたのが去年の
中ごろ。それを境に各企業は、こ
ぞって次世代のホームページの形
だと言います。つまり簡単に言え
ば、「ホームページ作成ソフトウエアを使
用しなくとも簡単にホームページを作成で
きるということです。また、書き上げたテ
キストにユーザーがコメントを付けられる
という点も特徴と言えるかもしれません。

誤解を恐れずにいえば「米国発の日記型の
ホームページ」なのです。
しかし、ただの「ウェブ日記」と違うの

は、自分がウェブで見つけた面白いニュー
スや気になる意見などへのリンクを張り、
そこに自分の意見を加えていくというスタ
イルの記事が多いことです。さらにその意
見に対して読者がコメントを書き込んだ
り、他のウェブログから別の意見をトラッ
クバックすることで、ウェブ上でのコミュ
ニケーションが広がっていく仕組みになっ
ています。
それは従来のものよりもっと個性的なス

タイルであり、インターネット上での新し
いコミュニケーション方式だといえます。
新しいウェブのコミュニティー技術によっ
てさらに従来の日記ツールよりも数段強力
な作成ツールや、新しいウェブ技術が積極
的になります。恐らくこれからのサイトの
スタイルはweblogの形が主流となるでし
ょう。そして個人導入によって、ホームペ
ージの作り方や運営などを根本から変えて
しまいます。そして個人領域が増えるにつ
れて最新のニュースや研究資料などが入手
できるだけではなく、インターネット上で
一国一城の主となる時代が到来したのでは
ないかと思っています。
そこでは一人一人は一つ一つの情報庫だ

と考えられます。情報庫は自ら情報を発信
したり、情報を収集するのです。そしてイ
ンターネット上で無数の情報庫と認識さ
れ、その間でコミュニケーションを取り合
います。サイトの役割は無数の情報庫が集
まって、そのコミュニケーションの場を提
供することです。そう考えるとweblogは
従来のポータルサイトに大きな影響を与え
るはずだと思います。
総合情報学部４年次生　承　　文

私の

ネット

活用

個
人
で
発
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■携帯でWeb開設
皆さんは普段どのように情報を

集めていますか？ 新入生の方は
大学進学の情報収集でインターネ
ットを利用された方も多いと思い
ます。
私も関西大学進学にあたり、イ

ンターネットを活用しました。こ
のとき遠い場所から、情報を集め
るには、とても便利だと思いまし
た。最近の私のネット活用方法に
は、日ごろ生活していて気になっ
たことや、講義で出てきた用語を
検索することから、お店の場所や
閉店時間、商品まで何でも調べて
います。
大学に入ってからは、たくさん

の人に出会って、いろいろな考え
方を持つ人と接することが多くな
り、自分の興味や関心も増え、そ
の分ネットで調べる機会が多くな
りました。
最近は、新聞や広告、イベント

などを告知するビラなどにもURL
が載せられていて、団体の活動な
どを知ることができますし、匿名
掲示板の「２ちゃんねる」も専門的で高度
な内容が載せられているようです。インタ

ーネットからは辞書とは違い、リアルタイ
ムでの情報が手に入ります。ネットを通し
て情報を収集することで、自分以外の考え
方にも触れることができ、視野が広がった
と思います。
情報配信としては、携帯からHPを開設

して趣味で撮っている画像を貼り付け、マ
スコットの旅日記を作っています。携帯の
HPは簡単に作ることができ便利です。PC
のHPはまだ工事中ですが、ゆくゆくは部活
の活動などを紹介しようと思っています。
携帯はPCに比べ手軽です。私の所属し

ている第２部写真部では、メーリングリス
トに登録して、部会の日程調整や、連絡を
部員全員に配信されるようにしています。
他には、携帯へ配信されるメールマガジン
を登録して、電車の中や待ち時間に趣味や
資格取得に役立つ情報を得ています。
インターネットを通して得られる情報は

たくさんあります。私のネット活用術はま
だまだ一部に過ぎないと思います。うまく
活用して存分に遊び、空いた時間で知識を
吸収して、充実した大学生活をおくりたい
と思っています。みなさんも自分なりのネ
ット活用術を見つけてみてください。
第２部経済学部３年次生 香取 彩可

私の

ネット

活用

上
手
く
活
用
し
、
視
野
を
広
げ
よ
う

■３つのネット活用法
私は、大学生になるまでほとん

どパソコンに触れたことがありま
せんでした。しかし、授業をきっ
かけとして、今ではネットを利用
しない日はないという程、私の生
活に密着したツールとなっていま
す。
私の主な活用法は、３つありま

す。１つ目は、授業中を含め、課
題をするときの情報源として。２
つ目は、就職活動の強い味方とし
て。３つ目は、「知りたい！」と
いう気持ちに期待以上の情報を提
供してくれる、生活の大百科とし
て。中でも学習面と就職活動での
活用法について、詳しく書きたい
と思います。
まず学習面での活用法ですが、

私は図書館司書の資格関連の授業
を多く受講しているので、「図書
館蔵書検索システム」（KOALA）
は本当によく利用します。関大の
総合図書館に所蔵されている図書
及び資料の検索ができるのはもち
ろんのこと、他にも図書の検索エ
ンジンを利用すれば、様々なデー
タベースを基に、世界各地の出版
物について検索することができま
す。また、青空文庫など、電子図
書を利用すれば、著作権などの制
限があるとはいえども、数多くの
作品をネット上で読むことができ
ます。

次に就職活動中のネット活用ですが、こ
れはもう、いわば戦友ともいえる関係です。
「就職難」などと言われ、就職活動は“企
業に選ばれること”と思う人も多いのでは
ないでしょうか。それは間違いではないけ
れど、本当は、“選び、選ばれること”だ
と思います。そのためには、各業界の有名
企業だけでなく、名は知られずとも相性が
いい会社を探してこなければなりません。
そこで大活躍してくれるのが、就職支援サ
イトです。また、業界研究、企業研究をす
るにあたって、主力の働きをしてくれるの
が、各種ホームページです。
このように、いつでもどこでも最新の情

報を入手できるインターネットの活用法
は、際限がありません。うまく情報を取捨
選択しながら、これからも大いに有効利用
していこうと考えています。

文学部４年次生　浦上　祐希

私の

ネット

活用

就
職
活
動
に
も
大
活
躍
。
有
効
利
用
し
よ
う

■「関大まる見え」
「関大まる見え」というホームページ

は、関西大学社会学部社会学専攻の「専
門演習」の授業で実験的サイ
トとして学生主体で作成した
ものです。どのようなコンテ
ンツが今後支持されていくの
か、また関大コミュニティと
いう意識の存在の調査が目的
でした。
各班に分かれて、自分たち

でコンテンツの内容や方向性
を決めていく上で、ネットの
特性をどう生かすのか、また
視聴者をどこまで惹きつける
かという点を考えるのに大変
苦労しました。
はじめのころは、まだネッ

トに関する知識もなければサ
イトを作る技術も乏しかった
です。だからこそ、みんなで
力をあわせてコンテンツ作り
に励みました。学内で宣伝活
動も行いました。チラシ配り
に加えて、パソコンを用いて
実際に外で学生に声を掛け、
ホームページを見てもらった
りもしました。
私たちの「関大まる見え」

への愛着が湧いてきたのと比
例して、少しずつではありま
したが、視聴者も増えていき
ました。アンケートや掲示板
にも書き込みが増え、私たち
のやる気を刺激しました。中
には、批判的な声やダメ出し
もありましたが、皆で真摯に受け止め、
失敗から学んだことをまた活動に生かし
ていくことで、私たちも「関大まる見え」
も成長していきました。
こうして活動していくうちに、一つの

サイト上で形成されるコミュニティを作
り手として感じられる面白さが分かって
きました。同時に、そのネットコミュニ
ティに集まる人たちの注目や期待も感じ
取れるようになっていきました。ほどよ
いプレッシャーを感じながら、また苦労
や失敗も学びの喜びに変えながら、私た
ちはゼミ活動が始まってから１年間、「関
大まる見え」を作り上げてきました。
サイトの更新はもう終わりましたが、

私たちの大きな成長の場となった「関大
まる見え」を是非見て頂けたらうれしい
です。

社会学部４年次生 粕張　美香

私の

ネット

活用

み
ん
な
で
作
成
、
愛
さ
れ
る
H
P
と
し
て
成
長

大学生にとってインターネットは今や必需品。友人や知人
とのメールのやりとりや、授業の課題での調べものなどなど
……。でも、ちょっとひとひねりした使い方で、より充実し
た毎日を過ごせたり、思いもかけぬキッカケで夢がかなった
りする人がいるかと思えば、ネットを通じて全く新しい世界
が開けたという人もいます。今回は、そんなネットならでは
という事例をいくつか紹介してもらいながら、インターネッ
トから広がる学生生活の可能性をさぐってみましょう。

ネット・コミュニケーションに
詳しい

岡田　朋之
総合情報学部助教授

劇団万絵巻のURL
h t t p : / / www . edu . k u t c . k a n s a i -
u.ac.jp/circle/yorozu/

偽与野区役所のURL
http://www.niseyono.com/

SayakoのURL
http://www.h7.dion.ne.jp/̃k-ta.jp/index.html

「関大まる見え」のURL
http://www2.ipcku.kansai-
u.ac.jp/%7Esuginoa/maru-
mie/index.html
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問
い
合
わ
せ
は

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務

室
へ

フ
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ダ
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ヤ
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私
た
ち
は
自
ら
の
安
全
を
守
ろ
う
と
す
る
た
め
に
、
何

で
あ
れ
ば
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

九
・
一
一
事
件
後
の
ア
メ
リ
カ
社
会
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
問
題

を
抱
え
る
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
の
中
に
「
敵
」

が
潜
ん
で
い
る
と
想
定
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
し

て
き
た
価
値
を
損
な
わ
な
い
ま
ま
で
そ
の
危
険
に
対
処
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

ア
メ
リ
カ
社
会
を
み
て
も
、
危
機
に
あ
っ
て
は
政
府
権

限
が
強
大
化
さ
れ
、
逆
に
市
民
的
自
由
が
制
限
さ
れ
て
き

た
。
九
・
一
一
直
後
に
も
「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
法
」
と
い
う

反
テ
ロ
法
が
成
立
し
、
政
府
が
個
人
の
生
活
に
入
り
込
む

今
回
講
師
に
招
く
辛
淑
玉
さ
ん
は
、
人
材
能
力
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
育
成
環
境
開
発
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
、
新
聞
、
雑
誌
で
の
記
事
連

載
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
、
幅

広
く
活
躍
し
て
い
る
（『
不
愉
快
な
男
た
ち
』
講
談
社

刊
、『
女
が
会
社
で
』
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
刊
、『
日
本
人
対

朝
鮮
人
』
光
文
社
刊
な
ど
の
著
書
が
あ
る
）。

男
女
の
雇
用
の
機
会
均
等
、
差
別
や
格
差
の
撤
廃
、
男

女
の
対
等
で
豊
か
な
関
係
の
確
立
な
ど
が
当
た
り
前
の
こ

と
に
な
る
よ
う
な
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
日
本

経
済
学
部
で
は
、
激
動
す
る
内
外
情
勢
の
な
か
、
今
も

っ
と
も
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
あ
る
イ
ラ
ク
問
題
を
題
材
と
し

て
取
り
上
げ
る
。

講
演
者
の
野
中
氏
は
一
九
五
三
年
兵
庫
県
生
ま
れ
で
、

一
九
八
七
年
に
ア
ジ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
プ
レ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
を
設
立
、
現
在
そ
の
代
表
を
つ
と
め
る
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
紛
争
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
独
立
闘
争
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
飢

餓
、
ソ
マ
リ
ア
難
民
な
ど
、
お
も
に
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

を
取
材
し
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
発
表
し
て
い

商
学
部
で
は
近
年
と
く
に
社
会
的
な
関
心
を
集
め
て
い

る
問
題
で
あ
る
虐
待
事
件
に
つ
い
て
講
演
会
を
行
う
。
講

師
は
長
年
こ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
流
通
科
学
大
学
の

加
藤
曜
子
氏
で
あ
る
。

こ
の
一
月
に
報
道
さ
れ
た
岸
和
田
の
中
学
校
三
年
生
の

虐
待
事
件
に
つ
い
て
一
様
に
皆
さ
ん
は
「
中
学
生
な
の

に
、
な
ぜ
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑

問
が
で
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

暴
力
を
受
け
続
け
る
と
、
人
は
い
っ
た
い
ど
う
い
っ
た

状
態
に
な
る
の
か
、
な
ら
さ
れ
る
か
、
ま
た
そ
れ
は
な
ぜ

�����������������������������������������������������������������

社
会
学
部
で
は
、
二
つ
の
歓
迎
行
事
を
開
催
す
る
。
ひ

と
つ
は
、
産
業
心
理
学
、
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専

攻
、
フ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
の
新
入
生
へ
の
、
桂
福
團
治
さ

ん
に
よ
る
講
演
と
「
手
話
落
語
」
の
実
演
で
あ
る
。
桂
福

團
治
さ
ん
は
関
西
演
芸
協
会
長
、
上
方
落
語
協
会
理
事
の

要
職
に
あ
り
、
日
本
手
話
落
語
協
会
長
と
し
て
手
話
落
語

の
普
及
に
つ
と
め
て
い
る
。
手
話
落
語
の
現
在
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
で
の
苦
心
談
が
中
心
と
な
る
。
こ
の
行
事
を
機
に

障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
が
強
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
行
事
は
、
社
会
学
、
マ
ス
コ
ミ
専
攻
の

新
入
生
へ
の
、
鳥
越
俊
太
郎
教
授
に
よ
る
講
演
で
あ
る
。

「
個
人
情
報
」
の
適
正
な
取
扱
方
法
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
情
報
化
社
会
を
生
き
る
者
に
と
っ
て
最
低
限
の
常
識

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
会
員
証
を
作
成
す
る
と
き
に
、
安
易

に
学
生
証
な
ど
の
身
分
証
を
コ
ピ
ー
さ
せ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
と
き
に
、
不

必
要
な
個
人
情
報
を
み
だ
り
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
は
な

い
か
。
大
学
生
活
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
う
機
会
が

あ
っ
て
も
、
暗
号
化
さ
れ
て
い
な
い
サ
イ
ト
で
カ
ー
ド
番

号
を
入
力
し
た
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
詳
細
な
個
人
情

報
を
登
録
す
る
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
る
。

安
藤
忠
雄
さ
ん
は
、
建
築
を
独
学
で
学
び
、
東
京
大
学

大
学
院
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
り
、
今
は
東
大
名
誉
教
授

で
、
文
化
功
労
者
で
も
あ
る
。
受
賞
歴
で
は
、
日
本
に
限

ら
ず
、
世
界
の
名
誉
あ
る
賞
を
総
な
め
し
て
い
る
。
も

し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
建
築
部
門
が
あ
れ
ば
、
既
に
受
賞
し

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
安
藤
さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
の
大

阪
育
ち
。
会
っ
て
み
れ
ば
、
ご
く
普
通
の
大
阪
の
お
じ
さ

ん
で
あ
る
。

安
藤
さ
ん
は
二
十
歳
代
に
、
世
界
を
旅
し
て
ま
わ
り
、

そ
の
中
で
多
く
を
学
び
、
今
な
お
、
そ
の
体
験
を
発
想
の

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
の
同
時
テ
ロ
攻
撃
以
降
、
ア

メ
リ
カ
が
対
テ
ロ
戦
争
を
開
始
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に

続
い
て
人
々
の
目
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
新
生
イ
ラ
ク
国
家

の
建
設
過
程
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
も
復
興
支
援
に

自
衛
隊
を
派
遣
す
る
な
ど
、
小
さ
く
な
い
役
割
を
演
じ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
イ
ラ
ク
攻
撃
が
ど
こ

か
ら
行
わ
れ
た
の
か
を
知
る
人
は
い
な
い
。

か
つ
て
イ
ン
ド
洋
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
あ
っ
た
チ
ャ

ゴ
ス
諸
島
に「
王
冠
の
宝
石
」と
呼
ば
れ
た
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ

ル
シ
ア
島
が
あ
る
。
こ
の
島
こ
そ
イ
ラ
ク
攻
撃
で
重
大
な

現
代
社
会
は
個
人
の
能
力

と
実
力
が
厳
し
く
問
わ
れ
る

時
代
で
す
。
新
入
生
の
皆
さ

ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
生

活
の
中
で
将
来
飛
躍
す
る
た

め
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る
こ
と
に
、
強
い
意
欲
と
期

待
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
年

次
生
か
ら
専
門
的
な
資
格
取

得
や
国
家
試
験
合
格
の
実
力

を
養
成
す
る
た
め
、
十
四
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。
卒
業

後
の
可
能
性
を
最
大
限
に
広

げ
る
た
め
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

公
務
員
へ
の
第
一
歩

国
家
公
務
員
�
種
を
目
指

す
人
は
一
年
次
生
か
ら
「
公

務
員
講
座
」
入
門
講
座
の
受

講
を
勧
め
ま
す
。
現
役
で
国

家
公
務
員
�
種
試
験
に
合
格

す
る
た
め
の
基
礎
学
力
を
養

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

英
語
講
座
で

目
標
別
の
コ
ー
ス
を
設
定

「
英
語
講
座
」
に
は
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

テ
ス
ト
対
策
の
各
コ
ー
ス

に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
段
階
の
目

標
別
ク
ラ
ス
を
設
け
て
い
ま

す
。

レ
ベ
ル
目
的
に
応
じ
た
情
報

処
理
講
座

「
情
報
処
理
講
座
」
で

は
、
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
検
定
４
級
コ
ー
ス
か
ら

中
級
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
検
定

３
級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
や
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
な
ど
、
各
種
ソ
フ
ト
を

使
い
こ
な
す
多
彩
な
コ
ー
ス

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

オ

フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
、
Ｃ
Ｇ
検
定
３
級
や
シ
ス

テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

タ
、
基
本
情
報
技
術
者
な
ど

の
試
験
対
策
コ
ー
ス
も
開
い

て
い
ま
す
。

法
律
家
養
成
講
座
で
は

四
種
類
の
系
統
的
な
コ
ー
ス

「
法
律
家
養
成
講
座
」
で

は
、
司
法
試
験
受
験
や
法
科

大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）

を
め
ざ
す
人
の
た
め
に
、
早

く
か
ら
司
法
試
験
の
実
践
的

手
法
を
取
り
入
れ
た
段
階
的

な
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

特
に
基
礎
コ
ー
ス
で
は
、
法

律
家
に
必
要
な
法
律
学
全
体

の
基
礎
知
識
の
習
得
を
め
ざ

し
ま
す
。

公
認
会
計
士
・
税
理
士

合
格
を
目
指
す

公
認
会
計
士
や
税
理
士
を

め
ざ
す
人
の
た
め
に
、
簿
記

の
習
得
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
段

階
的
に
学
習
で
き
る
「
簿
記

検
定
」
と
「
公
認
会
計
士
入

門
」、「
税
理
士
」
の
三
講
座

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

「
税
理
士
講
座
」
で
は
必

須
科
目
の
簿
記
論
と
財
務
諸

表
論
の
科
目
合
格
を
め
ざ
し

学
習
し
ま
す
。

高
い
合
格
率
を
誇
る

各
種
資
格
試
験
対
策
講
座

「
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
」「
一
般
旅
行
業
務
取
扱
主

任
者
」「
通
関
士
」
な
ど
の
資

格
試
験
対
策
講
座
は
、
毎
年

高
い
合
格
率
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
ま
た
「
社
会
保
険
労

務
士
」「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＋

２
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
）」「
色
彩

検
定
講
座
」
な
ど
の
講
座
も

開
講
し
て
い
ま
す
。
学
生
の

う
ち
に
職
業
的
資
格
を
取
得

す
れ
ば
、
卒
業
後
の
進
路
選

択
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
志
望
者
に
も

万
全
の
支
援

「
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講

座
」
で
は
、
放
送
、
出
版
・

広
告
、
新
聞
の
業
界
別
ク
ラ

ス
を
展
開
し
、
皆
さ
ん
の
マ

ス
コ
ミ
就
職
準
備
に
備
え
万

全
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
受
講
申
込
受
付
中

現
在
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

（
社
会
学
部
学
舎
内
）、
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
、
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
天
六

キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
は
随
時
受

講
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ま

た
、
四
月
一
日
（
木
）

の
み
、
新
関
西
大
学
会
館
南

棟
一
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ビ
ー
で
も
受
講
申
込
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
講
座
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

新新入入生生歓歓迎迎

特特別別行行事事

副学長 小幡 斉

入学おめでとうございます。これからの新しいキャンパスライフ
を前に、勉学への夢、サークルやクラブ活動への夢に心おどらせて
おられることでしょう。
関西大学では皆さんが今後４年間の大切な時間を充実して過ごせ

るように、様々なサポート体制を整えていますが、まず、新学年の
始まりに当たってオリエンテーション期間を設け、学部ごとの案内
と各種行事を行っています。

本学では人権問題の重要性を認識し、かねてからその教育、研究
に全学をあげて取り組んできました。そこで関西大学で学ぶことに
なった皆さんにも、その認識を共有することを願い、「新入生歓迎特
別行事」として、人権をテーマとした講演会や映画会を催していま
す。本年はここに紹介するような内容の催しを行うことになりまし
た。積極的に参加し、関大生としてのアイデンティティーを共有し
て、有意義な学園生活のスタートを切ってください。
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可能性を広げるため

ぜひ活用を

【
日
時
】
四
月
二
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら

【
場
所
】
第
二
学
舎
Ａ
５０１
教
室

【
講
師
】
経
済
学
部
教
授

北
川
勝
彦
氏

【
日
時
】
四
月
一
日
（
木
）
入
学
式
終
了
後

【
場
所
】
千
里
山
中
央
体
育
館

【
講
師
】
建
築
家
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

安
藤
忠
雄
氏

【
日
時
】
四
月
二
日（
金
）午
後
一
時
か
ら

【
場
所
】
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

【
講
師
】
筑
波
大
学
助
教
授

新
保
史
生
氏

【
日
時
】
四
月
二
日（
金
）
午
後
三
時
か
ら

【
場
所
】
第
二
学
舎
三
号
館
Ｅ
２０１
・
Ｅ
３０１
教
室

【
講
師
】
流
通
科
学
大
学
教
授

加
藤
曜
子
氏

【
日
時
】
四
月
二
日
（
金
）
午
前
十
一
時
か
ら

【
場
所
】
第
二
学
舎
Ｃ
３０１
教
室

【
講
師
】
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

野
中
章
弘
氏

【
日
時
】
四
月
二
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら

【
場
所
】
第
一
学
舎
Ａ
１００
教
室

【
講
師
】
辛
淑
玉
（
シ
ン
ス
ゴ
）
さ
ん

【
日
時
】
四
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら

【
場
所
】
第
一
学
舎
Ａ
２００
教
室

【
講
師
】
法
学
部
教
授

大
津
留
智
恵
子
氏

安
全
と
市
民
的
自
由

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に

向
け
て
の
豊
か
な
生
き
方

―
暴
力
的
な
世
界
か
ら
守
ら
れ
る
た
め
に
― 自

由
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
問
題
な
の

は
、
こ
う
し
た
政
府
権
限
の
行
使
が
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
「
他
者
」
だ
と
思
わ
れ
る
特
定
の
人
び
と
に
集
中
し
て

い
る
点
で
あ
る
。

人
権
の
侵
害
と
は
、
自
分
自
身
が
そ
の
対
象
と
な
る
ま

で
は
、
そ
の
重
大
さ
に
気
づ
か
ず
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
全
体
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
特
定
の
人
び
と
の

人
権
で
あ
れ
ば
犠
牲
に
で
き
る
と
い
う
姿
勢
そ
の
も
の

が
、
問
い
直
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

社
会
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
自
分
自
身
の
生
き
方
の
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
ら
い
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
ば
い
い
の
か
、
そ
の
中

で
自
分
自
身
と
社
会
を
ど
の
よ
う
に
豊
か
に
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な

話
を
頂
戴
す
る
予
定
で
あ
る
。
文
学
部
の
新
入
生
の
み
な

さ
ん
は
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

文
学
部

る
。最

近
は
ビ
デ
オ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
Ｖ
Ｊ
）
の
手
法

に
よ
る
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
が
多
い
。
編
・
著
書
に
『
沈

黙
と
微
笑
』（
創
樹
社
）、『
ビ
デ
オ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
入

門
』（
は
る
書
房
）、『
メ
デ
ィ
ア
が
変
え
る
ア
ジ
ア
』（
岩

波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
す
ま
す
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
る
イ
ラ
ク
情
勢
と
そ

の
報
道
の
あ
り
方
を
、
現
場
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
目
か

ら
鋭
く
分
析
し
て
く
だ
さ
る
と
思
う
。

イ
ラ
ク
戦
争
と

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
報
道

法
学
部

経
済
学
部

か
、
生
き
る
こ
と
を
阻
む
要
因
に
は
い
っ
た
い
ど
う
い
っ

た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る
の
か
。

本
来
、
生
き
る
こ
と
は
、
よ
り
自
分
ら
し
く
、
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
考
え
る
こ
と

に
し
た
い
。

社
会
生
活
の
基
本
学
位
で
あ
る
家
庭
内
の
難
問
に
立
ち

向
う
こ
と
こ
そ
、
よ
り
よ
い
未
来
、
明
る
い
社
会
を
生
み

出
す
跳
躍
台
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

生
き
る
力
を
育
て
る

大
切
な
私
を
育
て
る
こ
と

商
学
部

【
日
時
】
四
月
一
日
（
木
）
入
学
式
終
了
後

【
会
場
】
第
三
学
舎

ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ
大
ホ
ー
ル
、
お

よ
び
１０１
教
室

【
講
師
】
落
語
家

桂

福
團
治
氏
（
ソ
シ
オ
Ａ
Ｖ

大
ホ
ー
ル
）

社
会
学
部
教
授

鳥
越

俊
太
郎
氏
（
１０１

教
室
）

皆
さ
ん
は
い
ず
れ
講
義
等
を
き
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の

講
演
で
は
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
人
権
」
を
基
調
に
、
具

体
的
な
事
実
を
紹
介
し
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
を
語

っ
て
も
ら
う
。
マ
ス
コ
ミ
に
た
い
す
る
新
し
い
視
点
が
生

ま
れ
れ
ば
と
思
う
。

社
会
学
部
手
話
落
語
と
私

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
人
権

社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
必
然
的
に
個
人
情
報
を

一
定
の
範
囲
で
人
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
ど
の
程
度
の
個
人
情
報
を
知
ら
せ
て
よ
い
の
か
、
そ

の
感
覚
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
個
人
情
報
の
保
護
が
な

ぜ
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
新
た
に
制
定
さ
れ

た
個
人
情
報
保
護
法
と
は
ど
の
よ
う
な
法
律
な
の
か
。
こ

の
問
題
が
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
を
、
大
学
生
活
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
え

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

総
合
情
報
学
部

個
人
情
報
の
保
護

源
に
し
て
い
る
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
受
験
勉
強
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
問
題
に
当
た
っ
て
正
解
を
得
る

訓
練
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
は
そ
れ
は
問
題
と
言
え

る
も
の
で
は
な
い
。
問
題
と
い
う
の
は
、
解
答
が
見
つ
か

ら
な
い
か
ら
問
題
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、
何
が
問
題
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
問
題
な
の
で
あ
る
。
安
藤
さ
ん
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
て
み
た
い
と
思
う
。

工
学
部

発
想
す
る
ち
か
ら

役
割
を
演
じ
た
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
所
在
地
な
の
で
あ

る
。イ
ギ
リ
ス
は
、一
九
六
五
年
、
こ
の
島
を
無
人
島
と
し

て
秘
密
裏
に
軍
事
基
地
建
設
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
譲
り

渡
し
た
。し
か
し
、そ
の
時
イ
ロ
ワ
人
た
ち
は
モ
ー
リ
シ
ャ

ス
や
セ
イ
シ
ェ
ル
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
講
演
で
は
国
際
関
係
の
構
造
的
暴
力
の
中
で
ま
っ

た
く
人
権
を
無
視
さ
れ
、
歴
史
か
ら
か
き
消
さ
れ
よ
う
と

し
て
き
た
人
び
と
の
立
場
を
考
え
な
が
ら
、
現
代
の
国
際

関
係
に
生
じ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス

コ

ー

ス

イ
ン
ド
洋
の
小
さ
な
島
か
ら
世
界
を
見
る

―
現
代
の
国
際
関
係
と
人
権
―
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Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
利
用
お
よ
び
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
施

設
利
用
に
つ
い
て
、
今
年
度
、
左
記
の
よ
う

な
日
程
で
各
種
の
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
Ｉ

Ｔ
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

＆
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
講
習
は
、
す

べ
て
無
料
で
す
。

受
講
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｉ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
受
付
（
�
０
６
―

６
３
６
８
―

１

１
７
２
、
内
線
４
４
４
８
）
で
開
催
日
の
一

カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

昨
今
、
大
学
生
を
含
む
二
十

歳
以
下
の
若
年
層
に
お
い
て
消

費
者
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
は
当
然
関
大
生
に
と
っ
て
も

無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ

ッ
チ
セ
ー
ル
ス
や
マ
ル
チ
商

法
、
ま
た
最
近
で
は
携
帯
電
話

の
不
当
請
求
な
ど
の
相
談
も
増

え
て
い
ま
す
が
、「
だ
ま
さ
れ

た
」「
身
に
覚
え
が
な
い
」「
契

約
を
解
除
し
た
い
」
と
思
っ
た

時
に
は
、
一
定
要
件
の
下
で
消

費
者
が
業
者
と
の
間
で
締
結
し

た
契
約
を
一
方
的
に
解
除
で
き

る
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
」
や
、
二
十
歳
未
満
の
未
成

年
者
が
契
約
す
る
場
合
の
「
未

成
年
者
の
契
約
の
取
消
」
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

万
一
被
害
に
あ
っ
た
と
き

は
、
た
だ
ち
に
学
生
生
活
課
・

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま
た

は
最
寄
り
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

（
吹
田
市
立
消
費
者
セ
ン
タ
ー

�
０
６
―

６
３
１
９
―

１
０
０
０

・
高
槻
市
立
消
費
者
セ
ン
タ
ー

�
０
７
２
―

６
８
２
―

０
９
９

９
）

（
学
生
部
）

〜
二
時
半

第
二
学
舎
一
号
館

三
階
Ａ
３０７
教
室

テ
ー
マ
�
在
阪
貿
易
業
者
の
契

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
法
律
学

は
、
非
常
に
高
い
水
準
に
到
達

し
た
。
特
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

帝
の
頃
よ
り
後
の
約
二
世
紀
半

が
隆
盛
時
代
で
、
古
典
期
と
称

す
る
。
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後

の
六
世
紀
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
皇

帝
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス

は
、
過
去
の
法
律
学
の
成
果
を

用
い
て
法
典
編
纂
を
行
っ
た
。

十
一
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ

ー
ニ
ヤ
に
注
釈
学
派
が
出
現
し

た
。
ユ
帝
法
典
に
注
釈
を
付
け

る
と
い
う
方
法
を
用
い
る
の
で

あ
る
。
始
祖
の
イ
ル
ネ
リ
ウ
ス

以
降
、
四
博
士
（
ブ
ル
ガ
ル

ス
、
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ス
、
ヤ
コ
ブ

ス
、
フ
ー
ゴ
ー
）、
プ
ラ
ケ
ン
テ

ィ
ヌ
ス
、
ア
ゾ
、
ア
ッ
ク
ル
シ

ウ
ス
が
著
名
で
あ
る
。
ボ
ロ
ー

ニ
ヤ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
よ

り
学
生
が
学
び
に
来
て
お
り
、

そ
の
数
は
一
万
人
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

十
三
世
紀
後
半
に
は
、
注
釈

学
派
の
研
究
を
基
礎
と
し
つ
つ

も
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
文
化

的
経
済
的
発
展
を
背
景
に
、
実

務
的
法
律
学
を
展
開
す
る
助
言

学
派
が
主
流
と
な
り
、
キ
ヌ

ス
、
バ
ル
ト
ル
ス
、
バ
ル
ド
ゥ

ス
な
ど
が
、
現
実
の
法
的
問
題

に
助
言
を
与
え
た
。

十
五
世
紀
に
は
、
一
転
し
て

ユ
帝
法
典
を
歴
史
的
科
学
的
に

研
究
す
る
ユ
マ
ニ
ス
ム
法
学
が

出
現
し
、
ア
ル
キ
ア
ト
ゥ
ス

（
伊
）、
ブ
ダ
エ
ウ
ス
（
仏
）、

ツ
ァ
ジ
ウ
ス
（
独
）
が
三
羽
烏

と
呼
ば
れ
る
が
、
十
六
世
紀
フ

ラ
ン
ス
で
さ
ら
に
発
展
し
、
ク

ヤ
キ
ウ
ス
、
ド
ネ
ッ
ル
ス
、
ゴ

ト
フ
レ
ド
ゥ
ス
ら
が
活
躍
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
戦
争
の

結
果
、
法
律
家
た
ち
が
オ
ラ
ン

ダ
な
ど
の
外
国
へ
と
逃
れ
た
た

め
、
ロ
ー
マ
法
が
さ
ら
に
広
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
展
開
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
人
物

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
グ
ロ
テ
ィ
ウ

ス
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
に
よ

り
、
ロ
ー
マ
法
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
域
に
お
け
る
�
�
イ
ギ
リ

ス
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が

ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
全
面
的
に

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
�

�
法
律
学
の
基
礎
を
な
す
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
い

て
、
歴
史
法
学
派
�
�
ロ
ー
マ

法
を
重
視
す
る
ロ
マ
ニ
ス
テ
ン

と
ゲ
ル
マ
ン
法
を
重
視
す
る
ゲ

ル
マ
ニ
ス
テ
ン
が
あ
る
�
�
が

出
現
し
た
。
ロ
マ
ニ
ス
テ
ン
の

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
、
若
き
日
、
中

世
ロ
ー
マ
法
学
を
実
証
的
に
研

究
し
て
『
中
世
に
お
け
る
ロ
ー

マ
法
の
歴
史
』
を
著
し
、
の

ち
、
古
代
ロ
ー
マ
法
を
基
礎
と

す
る
現
行
法
解
釈
学
の
体
系
書

で
あ
る『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』

を
発
表
し
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の

弟
子
た
ち
、
特
に
ヴ
ィ
ン
ト
シ

ャ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
法

に
基
礎
を
置
く
ド
イ
ツ
民
法
典

第
一
草
案
が
作
成
さ
れ
た
が
、

日
本
民
法
典
は
、
こ
の
第
一
草

案
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
成

立
し
て
お
り
�
�
ゲ
ル
マ
ニ
ス

テ
ン
の
批
判
に
よ
り
右
草
案
が

修
正
さ
れ
て
出
来
上
が
っ
た
ド

イ
ツ
民
法
典
よ
り
は
る
か
に
�

�
ロ
ー
マ
法
的
で
あ
る
。

き
こ
う

な
お
、
稀
覯
本
の
中
か
ら
選

ん
で
展
示
さ
れ
る
各
書
物
の
説

明
は
、
展
観
目
録
を
参
照
さ
れ

た
い
。

テ
ー
マ
�
ロ
ー
マ
法
の
展
開

期

間
�
四
月
一
日（
木
）〜
五

月
五
日
（
祝
）

場

所
�
関
西
大
学
総
合
図
書

館
一
階
展
示
室

開
館
時
間
�
十
時
〜
閉
館
一
時

間
前

経
済
・
政
治
研
究
所

第
１５５
回
公
開
講
座

五
月
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時

今
回
の
企
画
展
は
、
特
に
関

西
大
学
博
物
館
所
蔵
の
「
名

品
」
を
展
示
公
開
す
る
。
関
西

大
学
博
物
館
は
、
考
古
学
的
な

分
野
で
多
く
の

重
要
文
化
財
指

定
資
料
を
展
示

し
て
き
た
が
、

今
回
は
考
古
学

関
係
の
指
定
文

化
財
だ
け
で
な

く
、
幅
広
い
収

集
資
料
の
「
名

品
」
を
披
露
す

る
。

記

関
西
大
学
博
物
館
開
設
十
周
年

記
念

平
成
十
六
年
度
企
画
展

「
関
西
大
学
博
物
館
の
名
品
」

期
間
�
四
月
五
日
（
月
）
〜
五

月
十
五
日
（
土
）
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
開
館
（
日
曜

・
祝
日
閉
館
）
午
前
十
時

〜
午
後
四
時

入
館
�
無
料

場
所
�
関
西
大
学
博
物
館

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

簡
文
館

阪
急
千
里
線

関
大
前
下

車

徒
歩
七
分

記
念
講
演
会

「
関
西
大
学
博
物
館
、
考
古
学

資
料
に
つ
い
て
」

本
学
名
誉
教
授

網
干
善
教

日
時
�
五
月
八
日
（
土
）
午
後

二
時
か
ら

会
場
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
院
棟
「
尚
文
館
」
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教

室

聴
講
無
料
（
会
場
準
備
の
た
め

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。）

参
加
申
し
込
み
は
、
関
西
大
学

博
物
館
事
務
室
ま
で

（
�
０
６
―

６
３
６
８
―

１
１
７

１
、E

�
m
ail

�h
ak
u
b

utsuk
an
@
jm
.k
an
sa

i�
u.ac.jp

）

関
西
大
学
博
物
館
は
、
平
成
十
六
年
四
月
に
開
設
十
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
開
設
以
来
、
考

古
学
や
歴
史
学
は
も
と
よ
り
、
美
術
史
・
工
芸
史
な
ど
の
各
分
野
で
、
新
し
い
資
料
の
収
集
を

続
け
て
き
た
。
関
西
大
学
博
物
館
の
収
蔵
資
料
が
、
本
学
の
教
育
、
研
究
活
動
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
中
国
陶
磁
や
日
本
の
具
足
、
甲
冑
、
衣
装
な
ど
に
お
い
て
、
あ
ら
た
な
蓄
積
も
行
っ
て

い
る
。

茶繻子地垣に秋草雁紋様染繻振袖

●講習の詳細については、IT センターホームページ http���www.ipcku.kansai―u.ac.jp／に掲載しています。●IT センターが管理・運用するパソコンで利用できる電子メールは、センター特有の
「Webメール(Active! Mail)」です。●複数回開催する講習の内容は、すべて同一のものです。都合のよい時間に申し込んでください。●Office２０００(Word、Excel、PowerPoint、Access)のビデオ
教材を学内のパソコンで閲覧して自習することができます(VODサーバ）。IT センターホームページからアクセスできます。●※印の講習日時は申し込み時に調整します。
●上記スケジュール以外にも講習を開催することがあります。その場合はホームページでご案内します。

スタジオでの基本的なビデオ撮影の方法院生、教員５人※随時受付（火～金）ビデオ撮影システム利用
各種のデジタルコンテンツの作成方法院生、教員５人※随時受付（火～金）デジタル工房利用
VTRを使って行う基本的なビデオ編集の方法院生、教員５人※随時受付（火～金）リニアビデオ編集システム利用
パソコンを使って行う基本的なビデオ編集の方法院生、教員５人※随時受付（火～金）ノンリニアビデオ編集システム利用

遠隔授業で利用する SCS（スペースコラボレーションシステム）やビ
デオ会議システムの活用ガイダンス（含実習）教員、院生３０人６／３（木）２限遠隔授業システム利用

Windows Media による教材の作成方法教員、院生、学部生３０人５／２５（火）２限リッチメディア作成
マルチメディア編集室など尚文館１階マルチメディア施設利用のガイダンス教員、院生各３０人４／７（水）２限、４／２３（金）２限尚文館１階マルチメディア施設利用

●マルチメディア関連の講習

IT センターのセキュリティ対策。ネットワーク攻撃の実態。研究室な
どに設置しているサーバの管理者向け。教員、院生、ゼミ生３０人６／２３（水）２限ネットワークセキュリティ

スカラー並列計算機を研究利用目的で利用するための入門講習教員、院生、ゼミ生３０人６／１６（水）２限高度計算サーバ利用

UNIX サーバの各種設定方法、ウィルス対策などの講習。研究室などに
設置しているUNIX サーバの管理者向け。教員、院生３０人６／９（水）２限UNIX サーバ管理

Windows サーバの各種設定方法、ウィルス対策などの講習。研究室な
どに設置しているWindows サーバの管理者向け。教員、院生３０人５／１９（水）２限Windows サーバ管理

学内ネットワークの利用方法教員、院生各３０人５／１２（水）２限、５／２７（木）２限研究室ネットワーク接続

IT センター等で個人のノートパソコンやPDAを情報コンセント、無線
LANに接続して利用する方法を解説します。学部生、院生、教員各３０人４／２７（火）４限、５／１４（金）４限持込パソコン LAN利用

授業利用におけるWeb サーバ（ホームページ作成）の利用方法教員３０人４／５（月）２限授業での教育用Web サーバ利用
●サーバ、ネットワーク関連の講習

電子メールやホームページをより有効に活用するための操作法などを
解説・実習します。学部生、院生、教員各３０人４／２０（火）２限、４／３０（金）２限、５／８（土）２限、５／１８（火）２限、

６／２（水）２限、６／１７（木）２限、９／２９（水）２限 （計７回開催）パソコン活用コース

IT センターで電子メールやホームページを利用するための操作法など
を解説・実習します。学部生、院生、教員各３０人

４／９（金）２限、４／１３（火）３限、４／１６（金）４限、４／２２
（木）２限、４／２７（火）３限、５／１４（金）３限、５／２８（金）３
限、６／１４（月）２限、９／２４（金）２限 （計９回開催）

パソコン基本コース

IT センターでの基本的なパソコン利用法や操作法。「電子メール・学外
web 利用申請」をする際に必要な情報リテラシーやパスワードなどの
知識について解説・実習します。

学部生、院生、教員各３０人
４／８（木）２限、４／１２（月）３限、４／１５（木）４限、４／２１
（水）２限、４／２６（月）３限、５／１１（火）３限、５／２６（水）３
限、６／１０（木）２限、９／２２（水）２限 （計９回開催）

パソコン初心者コース

●パソコン関連の講習（基本コース、活用コースを受講する方は、受講日の前日までに「電子メール・学外web 利用申請書」で利用登録をしてください。初心者コースでは講習の中で利用登録をしてください。）
講 習 概 要対 象定員開催月日・時限講 習 名

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
）が
開
催
す
る
講
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平

成

１６
年
度

開設１０周年記念企画展

幅
広
い
収
集
資
料
を
公
開

「関西大学博物館の名品」
４月５日～５月１５日

春
季
特
別
展

「
ロ
ー
マ
法
の
展
開
」

法
学
部
教
授

岡

徹

新
入
生
は
ご
用
心
�

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、マ
ル
チ
商
法

約
条
件
分
析

講
師
�
�
田
友
之（
経
済
・
政
治

研
究
所
主
幹

商
学
部
教
授
）

入
学
し
た
て
の
新
入
生
の
皆

さ
ん
に
は
、「
大
学
に
は
ど
ん
な

�弓道部
新人戦
３／２８（日）～４／２５（日） 会場未定
記録会（男子百射・女子四十射）
５／５日（祝） 関西大学
�軟式野球部
関西六大学 準硬式野球春季リーグ
４／１・２、６・７、１３・１４、２１・２２
西京極球場、住之江球場、豊中ローズ球場
�アーチェリー部
男子第４４回 女子第３９回 関西学生アーチェ
リーリーグ戦
４／４（日）～５／３（祝）
各大学アーチェリー場
�ソフトボール部
第３６回関西学生ソフトボール春季リーグ
４／４日（日）～５／９（日）
万博記念公園スポーツ広場
慶関定期戦
５／８（土）・９（日） 慶応義塾大学
�器械体操部
第４５回関西学生体操選手権大会
４／１７（土）・１８（日） なみはやドーム
�射撃部

第２回関西オープンライフル射撃競技選手権
大会
４／１７（土）・１８（日）
大阪府能勢町ライフル射撃場
第５１回春季全関西学生ライフル射撃選手権大
会 及び
第１０回春季全関西女子学生ライフル射撃選手
権大会
５／１３（木）～１５（土）
大阪府能勢町ライフル射撃場
�バスケットボール女子
全関西選手権大会
４／２４（土）～５／５（祝） 会場未定
�ワンダーフォーゲル部
新入生歓迎合宿
４／２４（土）・２５（日） 氷ノ山
�アイスホッケー部
O２カップ
対戦校 立命館、同志社、関学、龍谷等
５／１０（月）～３０（日）２１：００～
O２スケートリンク
�レスリング部
西日本学生レスリング春季リーグ
５月中旬 会場未定

野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
今
シ
ー
ズ

ン
絶
好
調
で
、
優
勝
争
い
に
加
わ
る
こ

と
必
至
で
す
。
多
く
の
仲
間
と
誘
い
合

わ
せ
て
応
援
に
行
こ
う
。

西京極球場
西京極球場
西京極球場
西京極球場
甲子園球場
甲子園球場
皇子山球場
皇子山球場
南港中央球場
南港中央球場

立命館大
立命館大
京都大
京都大
関学大
関学大
同志社大
同志社大
近畿大
近畿大

１３：３０
１１：００
１３：３０
１１：００
１２：３０
１２：３０
１１：００
１３：３０
１０：００
１２：３０

４月３日（土）
４月４日（日）
１７日（土）
１８日（日）

５月３日（祝）
５月４日（祝）

８日（土）
９日（日）
１５日（土）
１６日（日）

場 所対 戦時 間日 程
�野球部�

鶴見緑地球技場
舞洲運動広場（球技場）
しあわせの村運動公園陸上競技場
舞洲運動広場（球技場）
長居第２陸上競技場
神戸総合運動公園ユニバー記念球技場
長居第２陸上競技場
県立淡路佐野運動公園（第２G)
高槻市立総合スポーツセンター

大阪学院大
桃山学院大
近畿大
甲南大
立命館大
関学大
大阪体育大
大阪産業大
阪南大

１２：００
１４：１５
１４：１５
１４：１５
１４：１５
１２：００
１２：００
１２：００
１４：１５

４月１１日（日）
４月１７日（土）
１８日（日）
２４日（土）
２９日（祝）

５月２日（日）
５月５日（祝）

９日（日）
１６日（日）

場 所対 戦時 間日 程

�サッカー部�

学生諸団体の行事予定
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ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
の

だ
ろ
う
」、「
こ
の
教
室
っ
て
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
」
な
ど
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
に
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
黒
地

に
龍
」の
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
て
、
図
書
館
前
の
テ
ン
ト

に
い
ま
す
（
４
／
１
〜
４
／

５
）。

（
学
生
部
）

オリエンテーションオリエンテーションオオリリエエンンテテーーシショョンン

あなたの相談役あなたの相談役ああななたたのの相相談談役役

実行委員会が実行委員会が実実行行委委員員会会がが
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● 心 斎 橋 シ ネ マ・ド ゥ
――――――映画館は空気つきで選ぼう

心斎橋ソニ

ータワー地下

１階にあるシ

ネマ ・ ドゥ。

赤と黒で彩ら

れた不思議な

空間が今から

見る映画への期待感を膨らませてくれ

る。最新の技術で上映されるのは一癖

も二癖もあるアート系の作品。「見知

らぬ人と一つの作品を見て感動を共有

する、それが映画館なんです」という

支配人。みんなでわいわいするのにも、

もってこいのペアシートで映画とつき

あえる。４月は「エレファント」「レ

スリー・チャン特集」を上映予定。家

でビデオやＤＶＤを見るのもいいけれ

ど、映画館に足を運んで自分だけの一

本を見つけてみませんか。

● 大 和 文 華 館 ―――――――――――――― 知る人ぞ知る名所

大阪から電車で１時間足らずで行けるところに素敵な美術

館がある。それが大和文華館。美術品の美、建築の美、庭園

の美と、３つの美を持ち合わせ、「寝覚物語絵巻」をはじめ

とする国宝４点や重要文化財などを年に８回テーマ別に展示

し、美の意識を訪れた人びとに伝えている。館内は、中庭か

ら差し込む優しい光で明るいため、リラックスした気分で鑑

賞できる。また、一歩外に出てみると、七福神の梅や三春の

滝桜の子孫などといった四季折々の花々が、来館者の目を楽

しませる。この春は、自然の美、日本の美

を堪能しに、大和文華館に行ってみよう。

● 祇 園 小 石 ―――――――――――――京都に来たらおいでやす

落ち着いた雰囲気の店内で、ゆっく

りした時間の流れを感じながら、沖縄

産の黒糖で作られたこだわりの黒みつ

を使ったあんみつやパフェ、わらび餅

などを食べることができる。これが

「祇園小石」だ。一番の人気メニューは

黒糖シフォンパフェ（800円）で、手間

暇がかけられており、主人の味に対する熱い想いが感じられる。

２階は京都をモチーフにした無料のアートギャラリーになって

おり、舞妓さんの日常生活を

描いた漫画や写真を展示して

いる。ここに来れば、祇園が

女の町だということを実感で

きるかもしれない。さらに、

月ごとに変わる飴などのおみ

やげ品も充実している。

● な ん ば パ ー ク ス
―――――――――――――都会のオアシス

繁華街にありながらも季節を感

じさせる緑があり、各種イベント

で市民参加が特色であるなんばパ

ークスは昨年10月のオープンから

３カ月間で790万人もの来場者が

あった。各ショップが栄える中、

来客者に人気の意外なスペースが

ある。施設内の

各所に置かれた

椅子(全９種デ

ザイナーズ特注

品 ) だ 。 特 に

３・４階のもの

が人気で、座り

心地よし、眺めよし、おまけに自

然光が入り、一度座るともう立ち

上がれなくなるほどにいいことづ

くめである。買物をして、食事も

して、椅子にも座り、屋上庭園で

緑にふれ、心もお腹も満たしては

いかが。

● 宝 塚 ガ ー デ ン フ ィ ー ル ズ―――――都会の隠れ家

宝塚ファミリーランドの跡地に、

〝癒し、憩い〟をテーマにし、昔から

の池、地形、樹木を生かすというかた

ちで誕生したのが、宝塚ガーデンフィ

ールズである。園内には、ペットパー

クやペットショップ、英国式ナチュラ

ル庭園などがある。おススメは、犬と

遊べるペットパーク。入場料600円でたくさんの犬たちと触れ合い

日頃の喧騒をしばし忘れることができる。３月の下旬にはバラが

咲き、いろんな品種のバラと多

年草が組み合わされたシークレ

ット・ローズ・ガーデンは１年

を通じて楽しめる。カップルの

デートコースとして行ってみて

は…。ガーデンフィールズに行

ってのんびりしましょうよ。

● 須 磨 海 釣 り 公 園 ―――――――――――――ぼーっと、海釣り

絶好のロケーションと日本一の規模

を誇る神戸市立須磨海釣り公園では、

釣り道具の貸し出しもしているため、

誰でもすぐに本格的な釣りが楽しめる。

釣った魚は持ち帰ることができ、大物

を釣れば入場無料券をもらえちゃうな

んていうサービスも、釣り

大会などのイベント時に

は行われている。４月に

はまだ水温が低いため、海釣りにはあまり適さないが、ＧＷ

以降は水温も上がって魚も釣れやすくなるので、天気のい

い日にはちょっと須磨まで足を伸ばし、潮の香りに包まれ

てぼーっと当たりを待つ…なんていうのはいかが。

● ジ ュ ン ク 堂 大 阪 本 店
―――――――――――――――――最強書店

ゆっくり

したい人に

好評な喫茶

併設型書店

の元祖、ジ

ュンク堂。

梅田のオフィス街と繁華街の間に

そびえる堂島の大阪本店には、お

よそ100万冊もの書籍があり、品揃

えは豊富である。書籍をたくさん

購入すると店内の喫茶コーナーで

使えるクーポン券がもらえるとい

うサービスもうれしいが、最も魅

力的なのは、本をじっくり吟味で

きるよう椅子やテーブルが置かれ

ているという点。店長の岡山さん

からは「活字離れする現代、本に親

しんでほしい」というメッセージ

が寄せられた。広々としたスペー

スであれこれの本を手に取り、視

野を広げてみてはどうだろう。
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● う め だ 花 月
――――――――――――――大阪人の笑いの源

昨年８月に会社帰りのＯＬやサラリ

ーマンをターゲットにしてオープンし

たうめだ花月。毎日なんだかんだと笑

いがいっぱい。劇場内では飲食可能な

ためリラックスして笑いを満喫でき

る。さらに今年３月には、なんばグラ

ンド花月、通

称ＮＧＫの地

下に昭和30年

代の懐かしい

街並みの中に

笑いの歴史を

盛り込んだ吉

本笑店街がオープンした。日常から逃

れて心の底から笑い、ほんわかする。

吉本笑店街は大阪の新しい観光名所と

なること、うけあいである。このよう

にどんどんと新展開を見せる吉本興業

のパワー、おそろしい……。
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学

お
め
で
と
う
。
新
し
い
仲
間

と
し
て
教
職
員
一
同
、
心
か

ら
歓
迎
し
ま
す
。
今
は
新
し

い
大
学
生
活
を
迎
え
て
わ
く

わ
く
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
う
。
で
も
し
ば
ら
く
す
る

と
、
大
学
は
高
校
と
相
当
違

う
こ
と
に
、
と
ま
ど
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

自
分
の
一
日
の
生
活
の
過
ご

し
方
は
、
高
校
で
は
か
な
り

決
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
大
学
で
は
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
た
ら
よ
い
か

誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
。
極

端
な
話
、
全
然
授
業
に
出
な

く
て
も
怒
ら
れ
た
り
文
句
を

言
わ
れ
た
り
し
な
い
し
、
そ

の
結
果
単
位
が
不
足
し
て
、

留
年
す
る
は
め
に
な
っ
て
も

誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
に
大
学
で
は
自
分
の

生
活
は
自
分
で
自
由
に
設
計

で
き
る
反
面
、
自
ら
が
責
任

を
持
っ
て
動
か
な
い
限
り
な

に
も
進
ま
な
い
こ
と
も
、
心

に
と
ど
め
て
お
い
て
ほ
し

い
。

（
原
　
武
文
）

● 源気温泉万博おゆば
―――――――――――万博に温泉！？

東北の言葉

で、人が集ま

って話をする

場所を〝湯場〟

という。なん

と、関西大学

のある吹田市

にもそんな〝湯場〟があるのだ。万

博公園内にある源気温泉万博おゆ

ばには毎日おしゃべりを楽しむ人

びとが集まる。自慢は何と言って

も地下703mからくみ上げられるお

湯の美しさ！！ 源泉をそのまま使

用した露天風呂では星空を見上げ

ながら、日頃の疲れを癒すことが

できる。さらに、食事スペース、ボ

ディーケアルーム、理髪店もあり、

お風呂だけでなく他のサービスも

充実している。学校が休みの日曜

日は万博公園で遊んでおゆばで汗

を流す。これで決まりっ。
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● J K c a f e  
――― ジャズ！ジャズ！ジャズ！

阪急高槻市駅のすぐそばにある

このJK cafeでは、コーヒーの香

りと心地よく流れるジャズが優し

く私たちを包んでくれる。本場イ

タリア仕込みのカプチーノをはじ

め、午後７時まではほとんどのメ

ニューが300円という驚きの値段

となっている。毎晩ジャズライブ

が 行 わ

れ、大人

のムード

も満点で

ある。こ

のお店、

今では毎

年恒例となっている高槻ジャズス

トリート（今年は５月３日、４日

開催）の中心的存在であり、近年

の高槻ジャズブームはここが発端

となっている。本場の生のジャズ

を一度体感してみよう。
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